
ｰ－

‐二

言 ぽヨ
ー

ーー

ー

ー

町 寺一一一

一

～一一

二 ～

デーF～ー

＝
画

こー 一
一

』

壹
一
『

愛

Jq-

ー

一

－

一
声

三

ｰ

一一
ｰ

弐

壱一戸

一弐
一軍一

一

東
シ
，
涯

』
一
△
バ
ー
、

入
千
十
、

｡天戈-勗山 一

壱一

ご一
二＝

一二フー

ー一

一
虹
脂
プエソ

登る山
ー

I
ｰ

も一
一

戸

一

（茸’三言/九〕

a中及絡十｣|笠合'司誉止倣玲
三

／タタタ与夏

』
一
泊
一

『
｜

録
ご

已
豆
↑

全
己

一
『

云

』
百
一

一

一
『

～

F

二 一

、一

一

日本~ヒマラヤ協会
-THEHIMALAYANASSOCIATIONOFJAPAN

ダT寸凸子､

乞

』
一
一
一百一

一一

_(HAJ)
一
一
一
世

』
「
壷
至
ら
『

』
、一

一

ー

量

『

一
晶
「

『
一
一
一

一
』

一
一

一
『

壷
』二

房

『
一
言

‐

一一一三

.-鼻

一

一一一声＝～

一

一

妾
一
一

』

字寺

匿

＝

‐





一



』



…蕊認

隼

ffWM;蕊議溌

駕篭蕊

鍵

舞岸琴

中華人民共和国・青海省玉樹蔵族自治州

玉虚峰(YUSHUFEN5,933m)

鄙､

蕊蕊溌謬

灘 …

霊蕊蕊悪募顯阜f蕊蕊
騒偽型

牌輔騨;鐙
鯨尹



鶏 蕊蕊
鍔
鍛
灘
錘
錘
認
調

h''』

閃

輻

塩

凸
蕊 津山I'上独

疵I砿子

灘
》
灘

嬢撚{噌蕊識蕊識蕊

愚

▲散乱するチルーの骨

字,/錘唖℃、
Eﾆﾐ瀧

一
識
・
癖
》
率

恥
誌
韓
錐
懇

罰

灘蕊

議舗

鍵8

▲頂上で中国側隊員と通訳の王さん(左は市川隊員）

▲頂上から西につらなる嶌斎山脈を望む

▲民族衣裳を着たチベットの女性

▲西大灘にて(後ろは玉珠峰）



目乏ｸこ

情満山野中～情熱は山野に満ちて～

は じめにE

1.登山隊報告

登山隊成立の経緯～隊員結集を中心に

登山隊の概要

行動概要

隊員紹介

遠征活動報告

隊務報告渉外

装備

タクティクス

食料

医療

梱包と輸送

Takein,Takeoutの実践

記録

気象

感想雑感

登頂記

再び篦嵩山脈で

他のメンバーにありがとう

I1.資料

青海省概要

青蔵高原探検概略史

中国語実用単語

関連記事

Summary

と協力いただいた方々

編集後記

総隊長奨永寧

日本側隊長寺沢玲子

○
ム
ｎ
ソ

寺沢玲子 10

12

13

14

19

26

27

28

28

29

30

30

31

31

33

35

38

47

寺沢玲子

寺沢玲子

寺沢玲子

辻野治子

寺沢玲子

沢田幸子

沢田幸子

市川春代

辻野治子

寺沢玲子

沢田幸子

市川春代

辻野治子

寺沢玲子

寺沢玲子

沢田幸子

50

51

57

58

68

71

72

寺沢玲子

沢田幸子

市川春代

題字

絵



蝋糊似潴

吃,升刷梢jクル州j7､熟､紬硝
撫:環｡逸跡卿抽降均西郷剛も]

也物いなみ塊''。

が質_火蚤没救動。

－2－

◎



全洲芳伽菱伽味f樅一腕, 粂荊吸女一歩均甥力与塾-殉
紬''や。

鍬仙辨耽37剛紬桝仙剛俄鋤縦L他細戯
訓将,蔀7目,･同噸刎迩鰄“竜､!'側､'､雌ﾅ刎嬢恢
貿錫刷賭餓,,州へ蔵を＝た,,加継[ｷIIl鼠父方政も弾4,9細蠅

－3－



良
く
泣

紅
一
椚
職

・
桝
帆州物）

靖惚
噛り銃一鰯蹴證蝿歎戦息

州燕競:
刎

撫肌一湯;久久方fL孜触了柵妙，

。

毛¥J,11持卸甥力鬚．

評椚吟↓も勇鮫、

沁肪象剛血蹴

塾泌J執

撫I診祁蝿弥，
敏雄鋤

ヤ

Ⅷ|獄や秘謁も雌,溺副;畑
州湾一迄ぅ欄,州搦'権人ｨ恥惑翅

服。

猟後述婚le

鈴,鮒危細！
毒Z溺毛走洗的
Iノ

0

〉畑｡z池5鈴/慨繩鯛‘桐瀦淵縦恢。
考茨ftj(R人輔,f",桝汎峨櫛州邪,鈍郡給湯
Ⅷ紬蝋-緬幟"妬鍼,脚跡仙辱ｩ"ZL｡

－4－



人入室x悲灘ｿ尋掬沁芝畷女邦吟澗峨|肺当錨
一世,亦鰄"兇狐鋤棚焔薙腿恥乏遡-溌胤を』妨

菫蕊鯨i
f,場j福却｛

熟加年紬搬齢
力

妬 1僻を柵抑塗膜龍w亥庇1
回ﾎ柵'で幽脆，キ

総与釦奔焔鱗熱仰汝毛、

寿鯏診吟i鍼
伽孝焔職熱州

－月－
J

一 /WZj弘野洲ｬ久阻’愛＞号



↑青奏誕&Jgu｣里予しこ？缶一垢－て

奨永寧

総隊長

私は山を愛するが故に山に登る。

篦高山は中国西部にある、数多くの山脈からなる偉大な山系である。

それは新彊をまたぎ、西蔵に至る長さ2500km、平均海抜は5500m(註:450

0m)を越える。この地球上、上･マラヤとカラコルムの両大山系に比し、

高度並びに長さにおいてこれを越すものはいた-って少ない。

篦高山系はアジアの中部を貫いているため、人々は敬愛を込めて‘‘ア

ジアの背骨”と呼んでいる。これは中華民族の象徴でもあり誇りでもあ

る。そのため古人はそれを“万山の祖”と呼んでいる。人は、南は南嶺

に始まり北は陰山に至り、東は舟山、泰山、長白山まで、すべては罠烏

山に続くといっている。それ故に、虎の牙をもち豹の尾をもつ西王母の

住む罠詣は高く空を射ぬき“万山の母”とも呼ばれている。古来、我が

国の人民は篦高山を‘‘神の山”としてあがめ、山の天変、複雑さ、険し

さ、危険さは神秘性を秘め、罠需は人を感動させる数限りない神話をお

りなした。

《山海経》と《准南子》の古籍によれば、篦嵩山頂の峰々はいつの世

にもかぐわしく美しく、地は珍しい木々や花々に彩られ、いたる処に金

銀玉珠の飾りがなされ“不死樹”の果実を食すると不老長寿がかなうが

その周囲には“黒河”が流れ、ただ神仙のみがここに来ることができる

と記されている。

更に云う、崖需山中腹の石の洞には西王母という女神が住み、女神は

不老不死の良薬をもっていたが、かつては九個の太陽を射ち落とした英
イ 冗

雄、琴に射たれ、うかつにも写の妻、蟷峨に一人占めされてしまった。

“嬬峨奔月”の故事はここから生まれている。以後、人々はこの神話に

もとづき、西王母皇后が仙境で桃の節句をひらいたり、“白蛇伝，，中の

白素貞が篦喬山に薬草を求め夫を救う等々の物語を生んでいる。

嶌需山口より少し離れた所に、有名な玉虚峰がある。玉虚峰は篦喬山

口の東面にある海抜5933mの雪山である。頂きは高くそびえ、山並みは

雪と氷に閉ざされており、中腹には白雲がたなびく。それはあたかも白

銀の衣装をまとい、すつくと立っている女性のようであり、山群の中で

ひときわきわだつ山である。
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玉虚峰は玉皇大帝の妹、玉虚神の住んだ場所だと伝えられている。伝

説によると当時、玉皇大帝は篦需山が雄大で昴然とそびえ、美しくかつ

天にも近いため、篦喬山頂に皇帝の行宮を建築した。これを知った玉帝

妹の玉虚は、玉帝の占めている土地は広すぎる、天上を占めているだけ

でなく、地上のよい土地までも、己れのものにしていると不満をもらし

た。玉帝はやむなく、そのうちの－峰を玉虚に与えた。玉虚はこの山の

頂きに自分の為に、氷のように美しく、玉のように清らかで秀麗な行宮

を建築し、姉妹とつれだってしばしばここを訪れたため、この山は玉虚

峰とよばれた。

1994年の夏7月、私は幸せにも日本ヒマラヤ協会でただ－人、女性の

理事である寺沢玲子女史、中日各方面の登山隊の人々と隊を組み、篦高

山、玉虚峰に登ることができ、素晴らしい栄光と心の昂まりを感じてい

る。女子の合同登山は、この青海省登山協会においても初めての例であ

る。この度の活動が順調に進行し得たことを、日本ヒマラヤ協会專務理

事山森欣一先生に感謝いたします。山森先生と寺沢女史の努力はこの度

の活動と切り離すことのできないものです。

私共のこの度の登山は、7月3日、西寧を離れ山域に向け出発、途中

数日の順応訓練を行い、7月10日、玉虚峰のベースキャンプに到着し

た。11，12日の両日は順応訓練と登山ルートの偵察を行い、13日

は一日休養。14日、中日双方の隊員は6時間余の奮闘の末、昼の12

時20分、登頂に成功した。

しかし、頂を極め、眼前に鉄塔が現れた時はいつもの登頂成功の感動

と興奮は消え去り、あたかも冷水を浴びせられたかのように心身ともに

凍りついてしまいました。自分のまなこを信ずることができず、まなこ

をこすってみましたが、それは現然と存在していました。その時、登山

隊長としての私はうろたえてしまい、どう対処したらよいかわかりませ

んでした。が、ここに私は個人として、山森先生と寺沢隊長に深甚なる

お詫びを申し上げます。

この度の中日合同の玉虚峰登山の情景は、ありありと目に浮かび深い

感動をおぼえます。双方の隊員は友好的に対応し、互いに協力、団結し

て、共同の登山を目標に努力しました。この度、私は日本ヒマラヤ協会

の人々の登山にあたっての勇敢さ、意志の強さ、堅忍不抜な不倒不屈の

精神をみることができました。

私はすべての隊員を愛し、今でも当時の情景を想いおこすと、それは

ワ
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あたかも昨日のことのように感じます。黒馬河に着いた時、市川春代女

史は高山病による頭痛を訴え、沢田ママは歯痛がありましたが、高度順

応訓練の時は断固として共に訓練をする不屈の精神は、他の人々を感動

させました。辻野さんは心やさしく、年はいってもとても美しく、彼女

がラクダの走るマネをした時は皆の笑いを誘いました。彼女は皆から“

可愛い人”と呼ばれていました。沢田ママは53才だというのに、大変、

頭が良く、中国語の進歩も素晴らしいものでした。寺沢隊長は、おだや

かで友好的ながらも、現代女性としての気概も兼ねそなえていましたが

中国の白酒には弱く、一杯飲むとすぐ酔ってしまいましたが、私の心に

深い印象をしるしています。

世界における女子登山隊間の交流は更に強化されるべきであり、この

ことによって各国における女子登山活動が更に発展できることを、この

度の活動から強く感じました。また、この度の日本との合同登山の中で

私は我が国の技術、装備面での貧しさと遅れを痛感しました。

今後共、更なる発展と女子登山事業の発展をすすめるため、私は不断

の努力、奮闘をいたします。

日本ヒマラヤ協会の事業の益々の発展と隆盛をお祈りいたします。

1995年1月16日記

江尻健二訳
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はじめに

寺沢玲子

日本側隊長

1994年日中友好女性合同登山に際しましては、皆様から暖かいご支援

とご協力を賜り、本当に有難うごさいました。心からお礼申し上げます。

日本ヒマラヤ協会(HAJ)では1967年の創立以来、ヒマラヤ諸国と

の友好・親善並びに相互理解をモットーに、登山・学術・その他幅広い

分野にわたって各種の文化活動を展開して参りました。

その一環として、1985年には中国初の女性合同隊を西部嶌嵩山脈にあ

る5,850mの未踏峰に送り出し初登頂に成功、当時無名であったその峰に

8名の女性隊員に因んで｢八花氷山」と命名する誉に浴する事が出来まし

た。その後1986年、インドとの合同で当時外国人立入り禁止地域であっ

たヒマチヤル・プラデシュ州キンナウル地区の聖山キンナウル・カイラ

ス6,473皿へ、1992年、再びインドとの合同でカメット山群・中印国境上

に位置する6,940mの未踏峰へと、過去三回の女性合同登山隊を組織して

参りました。

この度の合同登山は、青海省登山協会登山隊隊長として活躍中の葵永

寧さんからの申入れに応えて組織されました。奨総隊長指揮下、青海省

登山協会初の女性登山隊として、7月14日12時20分日中の女性7名と中国

人通訳の計8名が紺碧の空の下、東部罠為山脈の聖山玉虚峰5,933mの頂

に立つことが出来ました。登山と云う共通の体験を通して、安全性の確

保は勿論の事、生活の基盤となる言語や宗教・生活風習･社会体制などの

異なる文化の中で育まれてきた両国の隊員が相互理解や親善を深めるこ

とが出来た事は、合同登山隊ならではの何よりの成果であると思います。

登山を通しての私達民間レベルでの外交が、細やかながらも友好親善

の促進となる事を願って止みません。

最後に、お世話になりました皆様に改めて感謝申し上げ、ご挨拶とさ

せていただきます。
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登山隊成立の経緯～隊員結集を中心に

寺沢玲子

1993年夏、玉珠峰サマーキャンプの連絡官を務めた葵永寧女史からの

土産と手紙を山森さんから手渡された。女史とは1991年12月に東京でお

会いしたことがあるものの、それ以降はお互いに賀状のやり取り以外の

お付き合いはなかった。中国語は全く理解出来ない私にもひしひしと伝

わってくる熱意で、女性合同登山の希望を紙面一杯にしたためていた。

葵さんの懐かしい笑顔を思い出した。

葵さんから提案された目的の山は、昆為峠を挟んで玉珠峰の西側に位

置する神話の峰玉虚峰であった。後日の葵さんの談によると、玉珠峰登

山の折に合同登山の希望を山森さんに打ち明けた際、玉虚峰が候補とし

て浮かんだのだそうである。西王母伝説の地の、玉皇上帝の妹妃玉虚の

棲家とされる玉虚峰は聖山故に未だ未踏との事、その峰で日中女性が共

に登山活動を展開する…想像するだけで夢が広がる。

しかし、葵さんの希望に応えたいが隊員候補が集まらない、個人的に

は費用も捻出できそうもない…諦めかけていた頃、市川春代から是非と

もこの登山隊に参加したい旨の電話があった。市川とは1987年のHAJ女

性ヌン登山隊で知り合った仲である。1987年の女性登山隊は北海道の有

志で計画されたもので、そこに渉外の助っ人として参加したのが寺沢で

あった。順応しきれずにアタックメンバーからの離脱を申し出た市川と

自ら〃雇われ〃の意識に縛られて最初から頂上を諦めていた寺沢は、何

時の日にかまた共にヒマラヤの地を訪れる機会を伺っていた。この度の

畠嵩の山旅に向けての市川の熱意には、圧倒される何かがあった。

同じ北海道在住の辻野治子は、市川に熱心に誘われていたと云う。辻

野との出会いはお互いに辛いものであった。1993年秋、岳兄佐々木裕一

氏率いる登山隊がガルワールの秀峰ニルカンタで懸垂氷河の崩壊による

雪崩に遭い、佐々木隊長と5人の隊員が行方不明となった。その内の1人

が、当時辻野が事務局長として所属していた帯広勤労者山岳会の会長高

野春夫氏であった。留守番本部の要請で辻野と2人でデリーに飛び、5日

間に渡って懸命に事後処理にあたった。登山隊唯一の生存者松山昭氏と
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3人で過ごしたデリー-での時間は短いものであったが、3人とも幾度もの

遠征を共に過ごしてきた仲間の様な、説明し難い連帯感を感じている。

きっと亡き岳兄がせめてもと遺してくれた財産なのだろう。

もう1人欲しい1登山隊の性格を考えると、登筆力はさほどなくとも協

調性があり、なによりおおらかなメンバーが欲しい。そう思って当時寺

沢が在籍していた山岳会の仲間である沢田幸子に誘いをかけて見た。子

育てを終えてから若かりし頃の夢を追い掛けているその姿は、ある意味

では登山を志す大半の女性にとっては励みになる様な気がする。53歳と

云う年齢を気にしながらも、快く参加の意志を表明してくれた。これで

日本側の顔ぶれはとりあえず捕った。

中国側の選抜された2隊員は歳若く、登山は初めてと云う。因に1人は

中国全土の柔道軽量級のチャンピオン、もう1人は自転車競技のN0．2だ

とか。登山隊員がどの様な形で選抜されるケーースは合同登山では珍しく

もなく、これまでの経験からすればむしろ一般的であろうと思われる。

目指した峰は位置的に見て、恐らく技術的な心配は全くないであろう

し、逆に云えば純粋な登山としての面白みには欠けるのではないか、と

の思いがあった。市川と辻野に少々申し訳ない気がしないでもなかった

が、未踏の山に足を踏みいれるチャンスは滅多にない。特に1985年に篦

為の西部の未踏峰に登頂し八花氷山と命名する栄誉に浴した市川には、

今度は東部での初登頂を果たして欲しい、そんな思いもあった。

こうして成立した日中友好登山隊は、嶌嵩伝説の地の未だ見ぬ白きた

おやかな峰への思いを胸に、彼の地を目指したのである。

1坪"ん封ｼ,峰豆”"､LU
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登山隊の概要 6．登山隊事務局

〒169東京都新宿区高田馬場3-23-1

淀橋食糧ビル506号

日本ヒマラヤ協会TELO3-3367-8521

7．現地連絡先

胄海省登山協会中華人民共和国青海省西

寧市山峡台1号TEL971-38922

8．結果

7月14日、南面BCから通訳を含む8名全員登

頂。未踏峰という事であったが、頂上には玉珠峰
と同型の鉄塔が建っていた。

1．隊の名称

日中友好女性合同登山隊1994年

2．目標の山

中華人民共和国・青海省玉樹蔵族自治州

玉虚峰(YUSHUFEN5,933m)

3．派遣母体

日本ヒマラヤ協会

中華人民共和国・青海省登山協会

4．隊の構成

総隊長奨永寧（37）通訳王碕

隊員座連文（22）コック韓西安

馬占鳳（22）運転手李永峰

隊長寺沢玲子（42）〃王存

隊員沢田幸子（53）

市川春代（44）

辻野治子（37）

5．推進の組織

日中友好女性合同登山隊実行委員会

会長稲田定重(HAJ理事長）

副会長山森欣一（同専務理事）

実行委員長寺沢玲子（同常務理事・隊長）

事務局長尾形好雄（同常務理事）

実行委員八木原圀明（同常務理事)、中

川裕（同常務理事)、隊員
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行動概要

成田～北京

北京～蘭州～西寧

西寧

西寧～黒馬河

黒馬河（高度順応）

黒馬河（高度順応）

黒馬河（休養）

黒馬河～都蘭

都蘭～格示木

格示木～罠需山峠
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隊員紹介

揺年月日②住所 ・ 電話番取甜所属山岳会鐸妍紡骰消秒怪祖屈⑱人物紹介

寺沢玲子 Reiko Terasawa 

① 1951年8月②埼玉県越谷市③わらじのイ祁り

OG④主婦別98�ネバール、 イムジャ• ツェ

(6.169m) 198舷Fインド 、 キンナウルカイラス

(6,473m)隊長 1987年インド 、 ヌン(7.135m) 19お年中

国、 ゲニ(6.204m)初登頂 l 9碑バキスタン、 ガッ

シャープルムII峰(8,005m) 1992年イントサラスワ

ティ(6,940m)隊長初登頂⑥ 若し煩の ヤプU茫詞と

ヒマラヤ登山が 、 どこで結ぴ

ついたのか理解に苦しむが 、 沢登りから足を洗ってのヒマラヤヘの情熱には頭が下が

る。にこやかに笑いながら緻密な作戦で 、 一気に全員登頂という鮮やかな手腕に心か

ら敬意を表する。異文化 ・ 価値観の相違からくる考え方のズレも多少あったが 、 日中

親善でも大いに目的を達することができたのは 、 彼女O凋切屯人柄によるところが大

きい。堪能な語学力を生かして 、 これからも世界の山を華麗に舞うことだろう。

沢田幸子 Sachiko Sawada 

① 19船年12月②東京都豊島区③わらじの阻

泊I'!©主婦⑤198胡こスイス プライトホルン(3, 785m)

登頂 1989年台湾、 玉山(3.997m)登頂 1991年インド 、 ヌ

ン(7, 135m) 199 2年台湾北大曲山(3,900m)登頂 199

疫Fバキスタンプロ ー ドピ  ー ク(8,047m)⑥一男二女

を成人させ、50 歳でヒマラヤのために長く勤めた銀

行を退職．台湾の沢登りは数知れず。（某珠員のつふ

やきー 53歳のこ

のパイタリティはどこから出てくるのだろうなあ ー 。）友好面」塚の
“

お母さん
＂

として

日中⑪塚員 、 スタッフに親しまれ 、 何げないじ遣いと 、 隊きっての酒豪（？）で隊を盛り

上げてくれた貴重な存在。 寺洞琢長と中国側の話し合い力句探tになりかけると 、 両手
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をズポンのポケットに入れたサングラス姿の
“
お母さん

”
力澄場するだけで何故か、 ま

るくおさまること魏回 、 “影⑪琢長
”
として活躇。現地では「草原情歌Jを中国語で歌い

、 覚えたての中国語を出来の悪い生徒たちに繰り返し教えてくれた。

市川春代 出rwo Ichikawa 

①1950年1月②北海道苫小牧③美唄岳

友会④市立すずらん保育園⑮19お年中国、八花氷山

(5.850m)初登頂198 7年インド、ヌン{7.135m)

⑥成田から北京に着いたらすぐに保育園の子供たち

あてに絵はがきむきる、いつも穏やかな人柄乃本

枷別紺丑さんである。西部箆 裔山脈の八花加且c次

ぎ、2回目の箆涸且脈、2回 目の日中合同如祖釦」であ

る。山に入れば、すとい

ガッツ研寺ち主であるが 、 遠征を未知の場所に行くということからもその環境をとて

も楽しんでいるの力印象的であり 、 中国側の隊員からも中国にお嫁に釆ませんかと誘

われていた。彼女が折々に描くスケッチは雰囲気を良く表していて 、 この報告雹にも

使わせてもらった。

辻野治子 戸o Tsuj ino 

①19お年12月②北海道士別市③室蘭岳友

会、札絣登禁倶楽部④主婦⑤1990年ケニア、ケニア山

（レナナピ—ク4985m)登頂⑥何て可愛らしい人！初

対面でだれでもそう思うらしい。私も然り（ヒマラ

ヤ蜀lJをするような人には見えなかった）．

中国俳l琢貝にも
‘‘
可愛いい

”
というニックネームをも

らい、全貝のマスコット的存在 だった。唯一の難点

はミセスであること。家族は趣

味を同じぐする深敢な1半侶と猫 2 匹。 ルー ト工作オ要の登頂に少々ものたりなかった

ようだったが 、 そのファイトを次回⑪差征につなげてほしい。
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漁
V′

蕊永寧FanYmlgNing

①3涜誕)青海省登山協会⑥ガッシリとしたその体格

のイメージからは矧裂出来ないほど,L優しく、細や

かな気遣いをしてくれた我ら力蝿球長。年若い中国

恨|脚員には、時には母の如く、時には姉の如く慕わ

れていた。我々日本側オバサン隊員は言葉の壁もな

んのその、誠実な彼女の,心根にすっかりホレ込んで

しまい、再びの山旅を,L､から望んでいる。

直連文a]YingZian

①2麺胄海省登山協会曉道の選手という快活な

お嬢さん。馬さんと同年齢で山登りは今回が初めて

だ。簡単な中国語でもなかなか覚えられない日本側

隊員に辛抱強くことばを教えてくれた。登頂日に体

調をくずして辛そうだったが、頭痛や顔のむくみに

も負けず､頑張って登頂したという根性の持ち主だ。

警察官の彼にも、はればれと報告できたかな。

馬占鳳ManIanFもng

①2“青海省登山協会⑥自転車競技をやっている

という体格の良いお嬢さんだ。山登りは今回が初め

てだが、若さとファイトで登頂する。高所での滞在

が短期間だったので、下山後に高所障害の症1幼現

れて苦しんだ。得意とするスポーツは違っても、座

さんと大の仲良しだ。二人とも明るく､おちやめで、

礼儀正しい。「日本へお嫁にいらっしゃい」と言っ

たら、頬を赤く染めていた。
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王碕Qiang

④冑海省登山協会通訳⑥北海道に酪農研樛性とし

て来日し､日本語を覚える。「～だからさあ～」とい

う北海道弁力混じったユーモアたっぷりの通訳は、

日中のﾎ亜理解に大いに役立ち、隊員の気持ちを和

ませてくれた。日本の隊員が食事をしていると必ず

「お口に合いますか」と気をつかって聞いていた。

久しくこのような日本語を耳にしていなかった某隊

員曰く「帰国したら夫の前で三つ指ついてこのこと

(実行したということは聞いていない)。酒に強く、「酔つち

貝曰く｜帰国したら夫の前で三つ指ついてこのこと

ばを言ってみよう-〕と｡」（実行したということは聞いていない)。酒に強く、「酔っち

ゃいましたねえ～」と言いながら陽気に若い中匡I珠員をからかっているかと思うと、

日本語のテキストを取り出す魎蛍家である。

李永峰

④青海省登山協会・運転手⑥日本側隊員の乗るパジ

ェロをずっと運転してくれた。隊員が全員タバコを

吸わないので、運転中は好きなタバコも吸わず、ラ

ジオもつけないで、我々にとても気をつかってくれ

ていた。炎天下の砂漠の中、延々と続くまっすぐの

道をそうやって運転するのは本当に大変だったと思

う。また、真面目なだけでなく、冗談も言って、み

んなをいつもなどませてくれた。そんな人に対する

みんな李さんのファンになった。三田村手障に似ている心づかいには感心させられ、み／

とは隊員の一致した意見である。
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王春

④青海省登山協会運転手畦罰d峰ドライバーと、

毎日、辻野隊員を巡っての掛け合い漫才をやっての

け、いつも笑いを振りまいていた。人一倍アルコー

ルカ好きなようであるので、ハメをはずさなければ

よいがと少々,L配でもある。西寧市内で看護婦をし

ている臨月の夫人を気遣っている姿力正ﾛ象的であっ

た。今頃は無事パパになっているのでは。

韓西安

④青海省登山協会・コック⑥いつもニコニコ笑みを

絶やさず、やさしいおとうさんという感じで、隊員

を見守ってくれていた。歌がとてもじょうずで、そ

のバリトンの声にはほれぼれとさせられた｡BCで

は高所順応がうまくいかず、つらそうだったが、隊

貝みんなが痩せることができないで（若干2名、む

しろ、太った隊員もいた）、日本に帰ってきたのも

彼の力によるところが大きい。

譲
譲

蕊

蕊蕊…
▲BCで

-18-



遠征活動報告

青海省へ

6月30日成田一北京

昨夜は淑女（？）登山隊の壮行会。その余韻を

残しながら成田空港に集合。隊員の家族、知人の

見送りを受ける。搭乗手続きの後、HAJムスター

グ・アダ登山隊隊長、飛田氏と昼食。お互いの健

闘を話し合う｡CA926便は、5分遅れで離陸。

日常の睡眠不足を取り戻すかのように、眠狂子の

世界に入る。中国時間18時05分北京に到着。中国

登山協会の車で市内へ。空港から市内への高速道

路、高層ビル、建築ラッシュ、大都会の印象を強

くするo19時40分天橋ホテル到着。

7月1日北京一藺州一西寧

午前中はミーティングや隊務に時間を費やす。

北京から西寧へのダイレクト便が7月14日まで運

航していないため、まず蘭州へ飛び、その後、車

で西寧へ行くことになる｡17時45分北京発。眼下

に砂漠化した大地が波うったように広がるo20時

薄暗くなりかけた藺州に到着。青海省登山協会の

通訳・王碕、運転手・李永峰、接待・張全英さん

の出迎えを受ける。通訳の王さんは、酪農研修生

として網走に来て日本語を覚えたということであ

る。市川、辻野が北海道から来たと伝えると、と

ても驚き、懐しそうに「北海道の親戚ですね」と

話してくる。

夕食を取りながら、藺州から西寧まで車で5時

青海省登山協会でキャラバンの準備

間要すると聞き、一同驚く。彼等は、5時間かけ

て迎えに来てくれ、そして帰るのだ｡21時40分西

寧へ向けて出発。西寧への道路は藺州市内を通ら

ないとのこと。夜のためどのような地を走ってい

るのか解らないが、荒涼とした感じが伝わってく

る。満点の星空。

7月2日西寧

2時20分西寧で一番立派なホテル胄海賓館に到

着。ただ眠るのみ。11時青海省登山協会へ。呉延

義秘書長と会談。今回の合同登山の総隊長・奨永

寧、隊員の馬占鳳、厘文蓮さんと合流、打ち合わ

せをする。寺沢隊長は、3年前に奨総隊長と会っ

たことがあり、懐しそうである。中国の隊員は2

人とも22才。学校を卒業したばかりで、自転車と

柔道の選手だったということである。登山は今回

が初めてらしい｡22才という若さに、たのもしさ

とちょっぴりうらやましさを感ずる。登山協会の

前庭で隊荷を梱包し、キャラバンの準備をする。

19時歓迎会。日本側は、この登山のために作った

Tシャツを着て出席する。終始、和やかな雰囲気

で日中歌合戦が22時頃まで続く。

高度順化

7月3日西寧一黒馬河

11時05分パジェロ1台、小型トラック1台に分

乗し黒馬河に向けて出発する。今日から西寧とラ

サを結ぶ幹線道路一胄蔵公路一を走ることになる。

西寧を出ると、あたりは菜の花の花畑と色づく前

懇 …

草原にひろがる羊の群れ(黒馬河）
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黒馬河での順応訓練

の胄楪麦畑に変わる。空の青と黄、緑の見事なコ

ントラストである。文成公主が長安から吐蕃に嫁

ぐ時に、故郷への思いを断つために、たずさえて

きた日鏡と月鏡を割ったと伝えられている日月山

峠3,520mを越え、しばらく走ると地平線が青く

なってくるのが見える。胄海湖である｡19時黒馬

河3,400mに着く。高度順応のため3日間、滞在

する予定であるdこの辺一帯は草原で3,500～4,0

00mほどの山々が連なり、キャンプ地の傍にはチ

ベット人がヤク、羊などを放牧する時に使用する

土壁の住居がある。テントを設営したり、トイレ

を掘り終え、22時夕食を取る。胄蔵公路を行き交

うトラック、オート三輪車の騒音が、昼夜絶えな

い。満点の星空と三日月。

7月4日黒馬河

高度順応。通訳を含む8人で、3,480mまで登

り降りをくり返し2時間ほど行動する。通訳の王

さんは「みんなと一緒に頂上へ行きたい」と意欲

的である。草原にはウスユキ草や忘れ名草に類し

た花が咲き、幾重にも連なる山々の谷間には、遊

牧民の夏場の住居が点在している。のどかである。

誰かが「草原情歌」をうたい出す。

沢田に歯ぐきの痛み、市川に頭痛、むくみの症

状が出る。中国側隊員は、西寧の標高が2,210m

ということもあり、3,400mの高さはちょっとハ

イキングに来た程度なのだろう、とても元気が良

く、時々、位隊員を相手に柔道を楽しみ、男性ス

タッフが投げ出されると、拍手と笑いが起きる。

夕方、日本側4人は青蔵公路沿いの小さな丘に登

る。西寧へ向かうトラックがクラクションを鳴ら

し手を振っていく。夜、雨が降る。

7月5日黒馬河

高度順応2日目。昨日より高度を上げることに

する。チベット人のチョルテンがある山に登るこ

とにし9時40分キャンプ°地を出発する。途中のガ

レ場では、奨総隊長が中国側2隊員に指示を与え

ている。最高気温394℃・快晴、陽差しが強い。

上空は群青色。湿度が低いので汗ばむ程度である。

休むたびに水分を補給する。罠喬山脈から15年間

の歳月を経てきたというミネラルウォーター“硬

源水”がおいしい。チョルテンは祭りのためのも

ので、同じ尾根上に石で作った直径80cmほどの台

がある。この台で食べ物を燃しながら祈るらしい。

標高3,650m･高山植物の花が咲き乱れ、蝶が飛

び交うなかを下山するので休憩も多くなる。その

たびに中国語（日本語）の勉強会となる。12時50

分キャンプ地着。中国側スタッフが切ってくれた

西瓜で喉をうるおす。ラグビーポールのようなだ

円形の西瓜であるo20時夕食、登山の成功を願っ

てアルコール、羊の肉スープ、青海湖の鱗のない

魚のスープ°やつまみ類が食卓に並ぶ。沢田の歯ぐ

きの痛みは辻野⑳の薬で徐々に治まり、市川の頭

痛も夜のみとなる。

7月6日黒馬河

休養日。休養日を待っていたかのように、雨と

あられが降る。寒いので時々シュラフに潜り込み

ながら、それぞれ思い思いに過ごす。隊長は難し

そうな表情で書類とにらめっこ。テントの中は暗

いので日中よりヘッドランプ、ロウソクをともす。

20時50分外はまだ明るい。雨が上がるが寒い。

（記：市川春代）

皇喬へ向けて

7月7日黒馬河一都藺

高度順化を終えて都藺に向かう。荷造り、清掃

の後10時30分出発する。途中茶十の先にある塩湖

へ立ち寄る。湖岸にたまってきた大量の塩をトロッ

コに入れて運搬するために、湖畔までレールが敷

かれている。運ばれた塩は野積みにされ、コンク

リートミキサー車みたいなベルトコンベアーで、

トラックに移されて出荷される。白いのは食用に、

濃灰色のは工業用に使われる。私たちはその黒っ

ぽい塩の野積みされている小山に上がってみた。

コークスの山みたいだった。日本で塩が不足した
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茶乍の塩の山

鍵鴬

鱗
溌垂懇篤

鍵

…餅’

fノ|，
蕊

一

一
』Ｆ

、
ーー一一一一ー~~~~一一‐-~一

奄
討
、
｝

莚
．

一

〉
阜

一
・

一
・
．

可で童ミ華

華--.

“一路

上にあふれてきているところだ。胄蔵公路を行き

交う人々はみなここで喉をうるおしていく。ラサ

まではまだ1,000キロ以上もあるのだから……。

ミネラルウォーターのびん詰め工場があり、大々

的に出荷されている。日本流にいえば秩父や谷川

岳の名水という感じである。
シータータン

西大雄まで上がると玉珠峰の北面が見えてくる。

標高3,500mくらいの広い広い高原状のところだ。

昼食後峠へは更にゆるやかに高度を上げていく。

五体投地の礼拝をしながらラサまで行くという

女性に出合った。西寧のタール寺から来たとのこ

と、1年2カ月以上も前のことだという。車の旅

でも数日かかるというのに、彼女はにこやかに笑っ

ていた。また砂金採りの人たちが耕運機のような

車に荷を積んで行き交う。

罠需山峠は標高4,760mで一帯は大きな盆地状

になっている。昨日通ってきたツァイダムの盆地

とここからラサヘ続くチベット高原とを分ける峠

なのだ。右側のゆるやかな丘に100mほど上がり、

ふり返れば玉珠峰のきれいな姿が目に入る。しか

し残念ながら我々が目指す玉虚峰は雲の中に隠れ

ていて見えなかった。明日はいよいよBC入りだ。

ら、まつ先にHAJに送ってあげましょう、と言

われた。青海省にはこのような塩湖が40もあり、

これは中くらいの大きさだという。日本の製塩業

とは規模が違う。

茶-Fに戻り食堂でラーメンを食べる。このあた

りはモンゴル族が目につく。民営の食堂の方が安

くておいしく、接客サービスも良いとの話である。

見渡す限りの大草原に点在するゲル、そしてヤ

クや羊の群れ。市川さんが「あ、カシミヤのセー

ターだわ｡」とか「シシカバブーがいる｡」などと

言ってみんなを笑わせる。

やがて都蘭、ほこりっぽいテント生活のあとで

は、招待所でもうれしいものだ。しかしお湯は出

ないしチョロチョロの水も止まってしまう……。

7月8日都藺一格示木

格示木への道は行けども行けども不毛の砂漠ば

かりで､ひとすじの道は地平線の彼方までのびて

いる｡単調な景色で車の中でほとんど寝てばかり

だった｡午後3時20分ホテルに至|盾した｡夜10時やっ

とお湯がでて久しぶりに頭を洗えてサッパリとする。

7月9日

高度順化のため車で篦需山峠まで行く。途中に

硬源水というのがある。初めの一滴が15年前に生

まれて、罠喬の山中をず一つと流れて、ここで地
登山活動
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7月10日格示木-BC

10時30分出発で、昨日と同じく西大雄で昼食後

罠衞山峠へ向かう。そこから少し先で左の草原の

中を行くと玉珠峰のBCだが、私たちはゆるやか

な山なみの間をぬうような青蔵公路を更に30キロ

くらい進む。右手の草原の中に車をのり入れると、

正面はるかに目指す玉虚峰が望める。ロバやヤク

が疾走している。

平らにみえる草原もけつこう凸凹があり、車輪

が埋まると引き上げるのが大変だ。中国側隊員が

乗っているトラックは、私たちの乗っているパジェ

ロと違い、何度も車輪が砂に沈み、ワイヤーで引

き上げ作業をする。王さんは公路から約2時間で

BCに着くと言っていたが、何と5時間半もかかっ

てしまった。しかしそんな奥まで砂金採りの人た

ちのテントがあるのにも驚いた。

夜8時30分すぎやっとBC予定地に到着、私は

車酔いと空腹でフラフラになってしまった。その

夜は特に寒くてなかなか寝つかれなかった｡やは

り5,000mまで上がると冷えるのか－．

7月11日偵察

昨夜遅かったのでみんなゆっくりと寝ていたo

やっとBC入りしたなあ、と思いながら荷の整理

をして遅い朝食をとる。今日は偵察と足ならしを

かねて5,500mくらいまで上がってみる。ゆっく

りなので疲れはしないが、山の大きさの感覚がつ

かみにくい。玉虚峰は真っ白でゆるやかな峰に見

えるが.…･･・

寺沢さんと葵さんとでルートのとり方に意見の

違いがある。中国側の隊員は、奨さん以外は2人

とも若くて体力はあるが（22才)、山には全くの

素人なので、それに配慮したためだろうか。私は

寺沢さんの意見に賛成だが。

7月12日偵察

11時20分出発。上部の偵察とルートエ作のため

のフィックス・ロープを2本、スノーバー4本、

赤旗竿などを持つ。ザイルは中国側・日本側とも

各1本を用意する。

沢ぞいのガレ場をゆるく登っていくと、可愛ら

しい雪蓮の花がところどころに見られる。昨日偵

察で登った対岸の山が小山に見えるあたりで雪線

になった｡BCから約2時間30分のここで、みん

な靴をはきかえ、ハーネス、アイゼンをつける。

日本側・中国側に別れてザイルをつけ、コンテ

ニァンスでゆるやかな雪面を上がっていく。午後

の雪は軟らかくて歩きにくい。ザイルも不要と思

うが、中国側に敬意を表して一応つけた。靴・ア

イゼン・ザックなど日本側と較べて装備がかなり
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氷河の末端

違うことが分る。赤旗竿を立てながら約1時間上

がって、引き返した。

早立ちすればC1を作らなくても、1日で頂上

往復は可能との結論に達した。登頂に必要なアイ

ゼン、ピッケル、ザイルなどは雪線のところにデ

ポしておき、BCへ戻る。全体にゆるやかな斜面

なので多分フィックス・ロープもいらないだろう。

明日は十分休養して明後日に登頂する予定だ。

（記：沢田幸子）

7月13日休養

明日のアタックにそなえて、本日は休養。中国

側は昨夜遅くまで麻雀に興じ、昼近くまで寝てい

た様子。2日間の偵察中に、日中双方の登山方法

の相違点が認識出来たので、対応策を練る。

7月14日BC<->頂上

早朝行動に難色を示した中国側も今朝は我々の

意見に従ってくれ6時05分BCを出発する。30分

程進んだところで寺沢がカメラを入れ忘れた事に

気付き、大急ぎでBCを往復する。その間に皆は

朝のお務めに勤しんだ様子。

朝から38.7℃の熱を出している中国側隊員のア

タックに関して総隊長と話し合ったが全く耳を貸

してくれず、日本側は秘かに最悪の場合を想定し

て余分に登撃具類をザックに忍ばせる。黒馬河で

の順応訓練が功を奏しており、皆日本の山にいる

のと変わりがない程好調なので頼もしい。

途中幾度かの小休止をし、デポ地点で1時間程

休憩し、靴をはき替えて出発準備をする。総隊長

の指示に従って我々も4人でアンザイレンしたも

のの、防寒着すらデポして先行する中国側に皆唖

然とする。偵察時に見せていた総隊長の慎重さ振

りからすると考えられないことだが、きっとそれ

だけ自信があるのだろう。

粗末な靴の彼女達は偵察時もそうであったが、

直ぐに濡れてきて足が冷たいのだろう決して休も

うとはしない。後続の我々を足踏みしながら待つ

のみである。Cl建設を中止した最大の理由も実

はここにあった。

スキー滑降に理想的な雪面をデポ地点からのん

びる登ること2時間50分、12時20分広い頂上の一

角で玉珠峰と同型の鉄塔が我々を待っていた。嬉

しさにはしゃいでいる中国側隊員に合わせている

蕊 鐸
鶴
嬢
殿蝉

騨箪
侶・,蝦

ものの、醒めていく己の気持ちはどうしようもな

かった。それでも気をとり直してパノラマを楽し

もうとしたが、寒さに震える中国側隊員に防寒具

を与え、先に下降する様伝えても全く聞き入れて

くれない。仕方ないので皆一緒に下降する。

デポ地点まで一気に下り、靴をはき替え、BC

を目指して下る。総隊長は心に想うところ大であっ

たのだろう、終始無言である。己が彼女の立場に

あったらと思うと、心中察するには余りある。

16時30分全員BCに帰着o茶を飲み一息入れて

いると、我々の帰幕を待っていたかの様な強風と

多量のアラレが降り始めた。

7月15日BC

疲れも無いので午後一番で共同装備の梱包を終

える。終えた直後から昨日同様強風とアラレに見

舞われる。

どうやら悪天周期に入った様子。地面の状態の

良いうちに公路沿いに出る事にする。

帰路

7月16日BC－格示木

本日は納赤台の先まで行こうとの事だったが、

朝中国側の若い2人の隊員の体調が思わしくない。

強引に日本側のパジェロに2人を引き取り、あま

りにむくみのひどい隊員には利尿剤を投与する。

幕営予定地に着く頃には回復していたものの、も

う1人も当初虫垂炎を思わせる程の腹痛を訴えて

いたため、強引に格示木まで下りることにする。

規則で予定外には投宿できないとの事で、暑い郊

外でテント生活となる。虫がすごい。

7月17日格が木

虫の見本市の様なテントの中、今朝目醒めると
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東方に姉峰、玉珠峰を望む
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テントの天井一杯ピンクのウジ虫がはりついてい

る。沢田はこの日からどういうわけか虫になつか

れてしまった様で、時々悲鳴をあげていた。

午後見物に行った観光用ゲルで、下戸の寺沢は

微量のアルコールで敢えなくダウン。心やさしい

隊員達は、この夜如何にして隊長への酒の推めを

かわすか相談したらしい。感謝に耐えない。

7月18日格示木

ようやくホテルへ。しかし観光シーズンが始ま

り、イルミネーション設置のため停電で電話もファッ

クスも不可。ようやく日本へ電話がつながったの

は、とっぷりと夜が更けてからであった。因に、

格示木からの国際電話は西寧呈由となるためずい

分割高になる。

（記：寺沢玲子）

7月19日格示木一都間

ヤク乳、肉まん等の美味しい朝食後、10時15分

格示木賓館を出発する。気温は40℃近い。車の中

で座っているだけで背中に汗をかいてくる。暑さ

にグッタリしながら、砂漠を延々とジープで東に

向かう｡16時50分都蘭招待所に到着。今日は皆で

泊まる最後の夜ということで、奨総隊長、寺沢隊

長の挨拶のあと、皆でビールで乾杯。歌も出てく

る。続いて奨総隊長の部屋で2次会。市川隊員の

｢大きな栗の木の下で」が、大好評だった。

7月20日都蘭一西寧

9時05分都蘭招待所を出発。茶-F塩湖を越え、

4泊した、なつかしい黒馬河のテント場を過ぎる。

その時よりも、ずっと緑が増え、色とりどりの花

が咲きほこっている。草を喰む羊の数も多く、い

かにもチベットの草原という感じである。橡皮山

峠で運転手の李さん力:車を止め、反対側から来る

車の運転手と、立ち話を始めた。相手の車から初

老の紳士がおりてきて、日本語で我々に話しかけ

てきて、我々はビックリ。福岡県柳川市の出身で

単身、西寧に来て、青海大学で日本語を教えてい

るという。偶然の出会いを喜ぶ。昼食後、青い青

海湖をバックに、目にまぶしいほど黄色い菜の花

の花畑とピンクの花々の色のコントラストに感激

しながら、いよいよキャラバンの終わり西寧に向

かうo19時10分西寧の青海賓館に着く。青海省登

山協会の方々が隊員ひとりひとりに花束を渡し、

迎えてくれる。夕食は、隊員11名で市内の食堂で

する。それぞれTシャツ等にサインをし合い、楽

しい最後の交流のひとときを過ごす。

7月21日西章

青海省登山協会でデポ品の整理後、タール寺見

物に出かける。観光客が多く、まるで京都のお寺
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▼頂上

甘
口
鷲

い物をするo4人でシルクの下着などをまとめ買

いし値切る。夕食は、中国登山協会のスタッフと

豪華な中国料理をいただく。今回は、全般的に食

事がおいしく、4人ともやせずに日本に帰れた。

むしろ、寺沢、辻野は太ったといった方がいいか

もしれない。

7月24日北京一成田

5時30分起床。北京は今日も天気がいい。この

時刻で既に24℃である。今回の遠征は、天候が大

きくくずれることもなく、非常に天候に恵まれた

といっていいかもしれない。早々に出発の準備を

するc登山協会の陳尚仁氏に出発手続をしていた

だき、助かる｡9時20分離陸｡14時成田着。空港

で、また会うことを約束して解散する。

（記：辻野治子）

のようだ。その中、チベット人の女性が、敬戻に

祈りながら寺を巡っていたのが印象的であった。

18時30分中国側の隊員、スタッフを含む登山協会

の方々、青海省体育協会の李軍氏を招き答礼会を

行なう。青海省登山協会から登頂証明書をいただ

く。

7月22日西寧一北京

登山協会に寄って、記念撮影の後、空港へ向か

a｡22日間一緒に過ごした中国側メンバー7人と

別れを惜しむ。全員、とても気持ちのいい人たち

で、お蔭様で楽しい思い出の残る22日間を過ごせ

た。謝々〃我々がこれから乗る飛行機で、玉珠

峰隊が西寧に到着し、酒井隊長、森山隊員と会い

話をすることができた｡12時40分離陸o14時30分

北京着。中国登山協会の方が迎えに来てくれてい

た。北京はやはり都会で、「帰ってきてしまった…」

と、青海省の広い砂漠がなつかしく思い出される。

行きと同じ天橋賓館に泊まる。

7月23日北京

皆、連日のビッシリ・スケジュールにより疲れ

ぎみのため、万里の長城行きはやめ、今度の機会

にとっておくこととする。午前中は、通訳嬢の紹

介で、中国美術館で墨絵を鑑賞し、現代中国美術

の一端に触れる。午後は、友誼商店で土産品の買

少

ﾉ深雅'BCタ．毒あうI群(壷の趣咲<)

隊長FBc上部"永弗T語ひ色,,曹垂尾陽,､獄′
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渉外

寺沢玲子

この度の渉外関係は、その殆どを事務局の山森欣-一氏の手を煩わせて

戴いた事を、先ず記しておきたい。

1月14日、かねてから打診されていた合同登山への合意を了承する旨

青海省登山協会(以下QMA)へ連絡をいれ、1月31日、合意のFAXをいただ

いた。その中で請求された登山料はUS$500、撮影料も同額のUS$500で

あった。

この段階では、玉虚峰はすでにアメリカ隊が登頂したと云われていた

ため、我々としては登山規則により1人US$30×4人三US$120と考えてい

たので再度確認したところ、2月19日、6000m未満の未踏峰の特別登録料

US$2700～US$8100の最低基準額としてUS$2700の請求が届いた。これ

に対して2月24日、我々4名は全て自費で行う登山であるのでこの様に法

外な登山料では登山隊派遣は不可能である事、QMAとの友好親善のため

の登山である事を訴えたところ、3月ll日付のFAXで玉虚峰は確実に未踏

である事、青海省初の日中女性合同登山を是非とも実現したいので特別

登録料は特恵価としてUS$1000とする、議定書は直接QMAと交換する事

との回答が届いた。

IIAJでは通常議定書は中国登山協会(以下CMA)と交換しているが、今回

の登山隊はQMAとの友好親善隊であること、規模が小さいことなどから、

3月15日QMAと直接議定書を交換することをCMAへ連絡した。

尚、撮影料は特別配慮により無料となったので、ビデオカメラを持参

することにした。

（
）
／
脚

識
さ出擁
醗押

》
置
哩
ｊｖ乙州

論
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装備

寺沢玲子

場所的に考えて山容はおそらくなだらかであろうし、気温も日本の春

山程度であろうと想定し、特別に用意した装備はない。

〈共同装備＞

BC用の全装備並びに通信用具は中国側で用意し、Cl用装備並びに登筆

用具それに医療用酸素は日本側で用意することにした。実際にはCIは出

さずに終わったため、持参したC1用装備はプラバールに保管されたまま

日本側のBCテント内で風避けの壁の役割を果たしただけであった。

登筆用具も実際に使用したのはアンザイレン用のダイニーマロープ1

本とアタック用に持参したフィックスローブ1本それに標識用の赤布付

竹竿20本で済んだ。一番心配したのはヒドウン・クレヴァスの有無だっ

たがそれも無く、日本の東北の春山を闇歩している様であった。

〈個人装備＞

個人装備に関しても、日本の春山を想定し、特別な準備はしなかった。

ただし、ヘッドランプだけはその持続時間やバッテリーの重量を考慮し

て、全員リチウムバッテリー-の使用できるベツル製鈷を用意した。

BCでの気温は最高は40℃を上回り最低は－'/℃を記録したが、全員

体感温度としてはそれほどの冷えを感じず、インナーーシュラフで充分事

足りた。

ただ、中国側の持参した装備は総じて貧弱だったため、雪上ではすぐ

に足が濡れ、必要以上に寒さを感じていた様で気の毒であった。目指し

た山が低かった故の判断ミスなのか、天候に恵まれたから良かったもの

の少々考えさせられた。

全般的に見て、とりたてて良かった点もなかったが、悪かった点も無

かった様に思う。
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タクテイクス

寺沢玲子

当初は日本側4名中国側4名の計8名で立案し、基本的には2次に分かれ

て全員登頂を目指すこととした。勿論山容その他如何によっては全員同

時アタックも考えることにする。また、合同隊の条件としては同一パー

ティには両国隊員が入っていなければならないとの事である。

登山活動期間がわずか1週間と短い割りにはBC予定地の標高が4900m

から5100mと高いので、入山前の順応を徹底的に行うことにした。

実際には、3000m台後半の標高の黒馬河周辺で4泊テント生活をし、初

期の順応が出来た為、登山活動そのものはあっけないほど順調であった。

食料

辻野治子

BCまでの食料は中国側が用意し、BCから上の食料を日本側が用意

することになっていたので、日本からは、登山活動中の行動食、Clの

食料、及びBCでの嗜好品を用意した。

行動食はビスケット、ゼリー、ドライフルーツ、あめなど、軽量で保

存性のあるもの、そして、中国側メンバーの口にもあいそうなものと考

えた。用意した時には、まだ、中国側メンバーの人数がはっきりせず、

8人分×7日分用意した。しかし、行ってみると、中国側も行動食を用

意してくれていて、結果的にだいぶ余った。中国側メンバーには日本の

ビスケット、ゼリーが好評だった。日本側メンバーには中国のヤクの干

し肉が好評だった。

C1食はアルファ米、ジフィーズ、おかず、スープ類を主体に2泊×

8人分用意したが、Clは建設しなかったので、登頂祝いにアルファ米

とすし太郎を使った以外は全く、使わなかった。

BCでの嗜好品は、飲料類、特に紅茶、コンデンス・ミルク、ボカリ

・スエット等がよく利用された。また、せんべい、水ようかんが好評だ

った。
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医療

寺沢玲子

今回は、健康や体調の自己管理、不調の時の自己申告を原則とし、敢

えて係から積極的に働きかけはしなかった。これは、今回のメンバーーが

お互いに気心の知れている事、比較的年齢が高く誰も無理はしそうもな

い事などから、そう神経質にならなくても大丈夫であろうとの思いから

である。実際には体調チェック表を各自に配布し、毎朝全員の体温・脈

拍・些細な不調でもお互い体調を申告してもらい、不調イコール肩身が

狭いとは感じない隊の雰囲気を保った。

高所順応のため4泊した黒馬河付近約3,500mでは、頭痛や歯痛に悩ま

され鎮痛剤の世話になる者もいたが、大事に至る事はなかった。BC入り

した日は、疲労からか倒れた隊員や頭痛を訴えた隊員もいたが、それ以

降体調を崩すこともなく、皆快調であった。

BC撤収の日、一中国側隊員が熱とひどいむくみ、腹部の激痛を訴えた。

前夜からだったと云う事であったが、自国の医学以外への拒否からか、

我々の目に触れさせないようにされていたため、気付いた時には風船の

ようにパンパンにむくんでいた。生理痛とそれに誘発された高度障害の

ためと思われるが、40℃を超える暑さの中でも身体が冷える、と果物や

水分の摂取を禁じられていたとの事。中国側とかなり話し合ったが、ま

ったく耳を貸してもらえず、半ば強引に我々サイドに引き取り、半量の

利尿剤を与えたところ、数時間でむくみも生理痛もとれた。女性ならで

はの問題である為、年若い中国側隊員にとっては、最終的には男性の通

訳を解さなければ説明できなかった事は、精神的にかなり抵抗もあった

事だろう。普段はあまり感じる事のない合同隊の難しさを考えさせられ

た出来事だった。

使用した薬品はド記の通りである。

鎮痛剤:バファリン32錠、ポンターール12錠、総合感冒薬:PL穎粒5袋、

胃腸薬:センロック20錠、サクロン5袋、緩下剤:大甘丸10錠、

利尿剤；ダイアモックス1/2錠、

その他:マキロン、滅菌ガーーゼ5枚、サビオ類40枚、
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梱包と輸送

沢田幸子

1．梱包ついて

食糧は、北海道で準備したものを東京のHAJ事務所で、在京の寺沢

と沢田でブラパールに詰める。

装備他は、青海省登山協会にデボしてあるHAJの品物で不足する

分を、食糧と同様にプラパールに詰める。

2．輸送について

西寧からBCまで、2台の車に隊員と隊荷をのせて行く。特に問題は

なし。

Takein,TakeOutの実践

沢田幸子

1.Takeinについて

当然のことながら、食糧品、他すべて、可能な限り外装をとりはずし

て持参した。

2．Takeoutについて

今回はBCまで車で入れたし、C1の建設も不要だったので、BCで

のみ注意した。

．燃えるゴミーーーー燃やした

生ゴミ－－－－-一一土中に埋めた

．燃えないもの－----空ピン他、町までおろす

・トイレの後始末一一‐場所を指定し、下山日に埋めた。紙類は燃

やした

BC滞在5日間という短期間だったので、処分するものも、持ち帰る

ものも、たいして苦にならず、中国側スタッフも理解して協力してくれ

た。
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遥かに続くチベット高原を背にビデオ撮影をする

記録

1

ふ
ゴミを燃やす通訳の王さん

市川春代

今回の遠征は、片手に収まる小型のビデオを使用した。撮影に不慣れ

だったので、映像にムラがあり、編集段階で無駄になる部分が多いよう

に感じた。事前に撮影のテクニックを習得すべきであった。ビデオの一

部がNHKのローカル番組(TV)で放送された。

カメラは各自、持参したが、望遠レンズを持って行かなかったので、

山脈全容のダイナミックさを撮ることができなかった。遠征前の打合せ

で確認すべきであった。

気象

辻野治子

記録の少ない山域に入ったのだから、もう少しまめに記録をとればよ

かった。気温は8:00,13:00,19:00と3回記録することにしたが、13:00

は行動中ということもあり、ほとんど13:00の記録はとるのを忘れてし

まい反省している。

この短い期間での傾向としては、一日の気温の日較差が非常に大きく

（砂漠気候のような感じ）、夕方から雲がわき、風が出てくることが多

かった（時には雨やひょうが降ってくることもあった）。しかし、昼間

の天気だけで考えれば、晴れの日が結構、続いた。

毎日の気象状況は以下の表のとうりであった。
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<毎日の気象＞

気温(｡C)

天気行動範囲月日
古－

1百1最低 最 8:㈹ 16:N

匝檸 ① 2．37．2

蝉~黒零可 ① 7．8 32．03

識
一
調

① 30．62．34

のI寺ｹ● 8．8 39．9
F

D

岬0-聡黒胃可 4．23．0 6．86

黒胃可者砺 。 11.6 16.01.8 26．87

者臓､才勧沐 。-① 10.7 23．87．6 30．68

榴F木 。-● 12．8 15.97．5 29．69

榴J木~BC ① 13．329．411.710

6．9① －6．7 26．6 8．4BC11

① －6．9 30．8 15.440．212 BC

16.5① 0．4 40．1 36．2BC13

①→婚BCへ頂上~BC 8．0
11

1．1 36．0 3．014

の→簿 18.9 3．7－0．2 29．815 BC

BCﾍ榴F木 ① 39．3 38．3-1.016

①櫛Iﾏ木 16．4 11.613．2 39．617

24．7格肺木 ① 18.17．5 42．018

栂F木へ者臓 39．8 20．3① 19.119

者臓へ癖 ① 21．920．0 35．7釦

24．4の-，醇

醇割涼

21

①Z

25．3 31．1① 34.1｣涼認
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雑感

寺沢玲子

未踏のはずの聖山の頂上には鉄塔がしっかりと設置されてあった…。

正直なところ、予期していたとは云え落胆した。初めての登山でその頂

上を極め、無邪気に悦んでいる中国側隊員や通訳の王氏の気持ちを思い、

一緒に悦びのポーズをとってはみるものの、醒めていく己の気持ちはど

うしようもなかった。

それは私だけではなく、日本側の隊員達も同様であったようだ。登行

時は中国側の指示に従ってローープを組んではいたが、下降は皆各自のペ

ースで下り始めた。テラさん、私等だけでも葵さんを最後まで立ててや

ろうよ、辻野の呼び掛けに私はハツとした。頂上に到達してから葵さん

は1人何か考え込んでいるようだった。登山活動を開始して以来我々に

気を使うあまり、我々を完全に客人扱いすることへの不満から私までが

ロープを解いてしまったなら葵さんの立場がなくなってしまう．．、歳若

い辻野に悟された思いだった。

話は少々横に逸れるが、1985年日本山岳会力カサイジモンカ（二玉珠峰

と云われていたが、1994年青海省登山協会は異なる山との見解を発表）

登山隊も同様に、未踏峰としての許可で登頂した折に頂上で同型の鉄塔

に出迎えられている。当時その問題に関して、中国登山協会から『標高

6，500m以下の山については登頂記録の有無を登山協会としては必ずし

も正確に把握しきれない場合も有りうる』との事情説明があったとの事

である（「山岳IN0．81~1986年～日本山岳会中国登山隊1985報告)。

この鉄塔問題については、婆さんは我々より深く傷ついていた。恐ら

く軍が測量のために設置したものと思われるが、己が信じてきたものに

裏切られた思いと我々に対する申し訳の無さで身体中の血が引く思いだ

ったと後述していた葵さんの姿に、なによりも軍事が優先されていた時

代の中で生きていく事の辛さを垣間見た様な気がした。

軍事優先と云えば、登山終了後にモンゴル族の観光用パオを見学に行

った時の事。日本人と知って私に杯を薦めてきたモンゴル族の男性がい

た。最初は丁重に辞退していたのだが、話が満州事変に及び、お互いの
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親の忌まわしい時代を強い口調で語られ始めた時、聞き役に徹していた

猛は何故かそれ以上断りきれずに白酒の杯を手にしていた。そオLを口に

したら己がどうなるかがチラリと脳裏をかすめたが、そうせざるを得な

い理由の分からぬ罪悪感を覚えていた。後日、通訳の王氏に聞いたとこ

ろによると、彼を交えて葵さんと件の男性と私は、過去に不幸な時代が

あった事を忘れることなく、今後は二度とあのような時代が来ないよう

にと、それぞれの国の歌を唄ったとの事。当然ながら全く記憶がないの

だが､､沢田に下戸の身の程を弁えずホントウにバカネ！と言われた事だ

けが心に残っている。他人に言われるまでもなく、我ながらあまり賢く

ない行動だったと思う反面、自己満足かも知れないがあれはあれで良か

ったと今でも思っている。

別れの日、葵さんが相も変わらぬ笑顔で語った。寺沢先生、男性の方

が女性より強いわけでも女性の方が男性より偉いわけでもない、天は男

性と女性とが共に半分ずつ支えていると思いませんか。1991年冬、葵さ

んに絡んだ件の日本人男性の事を葵さんはしっかりと覚えていた。葵さ

んの人柄に魅せられていた私は、この--･言でますます彼女が好きになっ

た。と同時に、葵さんのような懐の広さを持さねば、と思い知らされた。

異国での登山とは不思議なものである。登筆要素が強く充実した登山

をしても人に恵まれないとそのおもしろさが半減してしまうし、反対に

日本の延長の様なあまり緊張感のない登山でも人に恵まれればとても印

象深いものとなる。この度の合同登山隊は真に後者の代表的見本の様な

登山隊であった。総隊長や両国隊員そして通訳を始めとするスタッフに

も恵まれた、幸運な登山隊だったように思う。

勿論何の問題もなかったわけではない。未踏峰として払い込んだ登録

料の件については、青海省登山協会からはその後何の音沙汰もない。登

山そのものの考え方も全く異なるし、それ故生じる誤解や反発も当然あ

る。その度に通訳の王氏には仕事とは云え辛い思いをさせてしまった。

王氏には心から感謝している。

今回の立役者の市川春代と辻野治子が中心となって、近い将来同じ青

海省の名峰各拉丹冬雪山（グラタンドン・シュエシヤン6,621m)を舞台に、

女性登山隊を計画していると聞く。素晴らしい仲間と出会い、心に残る

登山が実現することを願っている。
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登頂記

沢田幸子

7月14日いよいよ登頂日だ。中国側のスタッフは朝が遅い。BCでも

なかなか日が暮れず夜も10時すぎないと暗くならないので、寝るのはい

つも12時すぎになる。だから今日だけは早く出発したい、という私達の

主張も、すんなりと受け入れられなかった｡Cl建設を省略するからに

はせめて足もとが見えるようになったら出発したいと思った。いくら日

が長いといっても、午後になれば雲がわき風もでてくる。

6時過ぎ出発し、デボ地まで皆黙々と歩く。市川さんが一生懸命ビデ
イン

オを撮ってくれる。唾さんはBCを出る時から空身なのにだるそうだ。

少し顔がむくんでおり熱もある。単なる疲れではなく高山病だと思うが
ズイクンンン1

葵さんは「没美系」という。

デボ地で靴をはきかえ身仕度を整える。厚化粧の方も怠りなく－－－。

私たち日本側メンバーは、ツェルトをはじめ念のためフィックス．ロー

プ2本、スノーバー4本、アイス”ハーケン、コンロ等を持った。それ

にスペアの防寒具、行動食、カメラなどが加わり、4人ともザックを背

にしている。寺沢さんをはじめ皆侵しく、私に金目のもの（重たい物）

を持たせてくれないので、私の荷はフィックスロープ1本とHAJの

旗が入っているだけで軽い。

しかし、中国側は行動食をはじめすべてデボ地に置いて空身である。

通訳の王さんのみがカメラとトランシーバーを持っている。－応ハーネ

ス、アイゼンをつけピッケルを持ってザイルを結んでいるが、その身軽

鷺
。

認 篭驚 鉾

戴

争
蕊

樋
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野
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蕊 やﾃ｡

玉虚峰南面

－35－



さを見て私たちはとまどってしまった。靴だってあまり保温性が良いと

は思えない。

なだらかな雪の斜面でザイルをつなぐのは、かえって煩わしいと私た

ちは思っているが、寺沢さんの「友好第一」のことばに、一応同じスタ

イルにした。空身の中国側が先行する。荷を背負いビデオを撮りながら

なので、私たちは遅れぎみだ。私はピッケルを背中にさしたまま、スキ

ー用のストックで頂上まで間に合ってしまった。そしてついに未登か否

かと疑わしいのが確認された。

山頂には鉄塔が立っていた！玉珠峰の例もあるし何となく予感はして

いた。そして人間ってぜいたくなもので、登ってしまってから（あっけ

なかったなあー－）なんて思ってしまう。

記念写真を撮り合い、ゆっくりしていたかったが、中国側は寒さにふ

るえていて早く降りようという。予備の防寒具をとりだし中国側に使っ

てもらう。少し風はあるが私たちはヤッケに身をつつみ冷たさは感じな

い。素手でもカメラの操作ができるくらいだ。

嶌嵩山峠の向こうに真っ白い玉珠峰がよく見える。インドのヌン峰に

ちょっと似ている山容だ。新青峰は雲の中で見定めることができなかつ
ク､､ラダンドン

た・チベット高原の果てに少しだけ白く見えるのは、各拉丹冬峰6,621m

らしい。葵さんが次の女性合同登山にどうですかと提案してきた山だ。

技術的にそれほと難しくはないとのこと、日中の友好がより深まるなら

ば、ヒマラヤの第7級の登山にも劣らない良い登山となることだろう。

しかし合同というのは楽しみと気苦労が背中合わせなことである。特

に隊長にとっては－。ルートの選び方やルートエ作そして装備の内容

など、今回の登山でもくいちがいはあった。とにかく友好第一と中国側

の意見をなるべく尊重するようにしてきた。でも厳しい山になれば、そ

うそう引っこんでばかりもいられない。人命にかかわることになればな

おさらだ。真の友好のための合同登山なら、こちらも同等に意見を出し

ての話し合いが行われてしかるべきだと思う。

今日の疫さんのようすは、もし私だったら登るのをみあわせたし、寺

沢隊長も同意見だと思う。中国側の事情では簡単にあきらめるわけには

いかないのだろうか。

16時BCに戻り一服していると夕立になり、雷雨、あられとなってき

た。早目の登山で本当にラッキーだったと思う。

それにしても若いころには考えもしなかったことが実現した。ヒマラ

ヤがまだ海だった何百億年前の昔から存在していた篦嵩山脈へ、このよ
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うなすばらしい仲間たち－ダイヤモンドのような仲間と一緒に登るこ

とができたのだから。

子育てに追われていた30～40代には夢にも考えられなかったことであ

る。子供らの成長とともに子づれハイキングに何度も行った。しかし3

人とも成人してからは、私も子離れして山岳会に入り山歩きを続けてい

た。そして訪れたヒマラヤへのチャンスだ。話があるたびに違う国へ、

インド、台湾、パキスタンそして今回の中国へと、山の世界が広がり、

いろいろな人とのつながりが増えていくのがうれしい。

ぜひまたどうぞ、との熱烈ラブコールには別れがたいものを感じた。

「老いて学べば、死して朽ちず」とのことばもある。私はまだまだ山に

も、人生からも学ぶことが沢山あるのだから、夢を見つづけていれば、

またいつか実現するかもしれない－－－

寺沢さんはじめ同行してくださったかたがたに感謝の気持ちでいつば

いです‘

ど=、

食〒ﾝひ、､，皇／
9雷､､ざu-､へ､毛

蝋頃鶴．
”
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再び寛巖山脈で

市川春代

1985年に国際婦人年を記念して編成された日中友好女子登山隊に参加

し、新彊ウイグル自治区．西部篦需山脈の無名峰5,850mに登頂した時は

数年後に再び､"地球の背骨”といわれている2,000キロにも及ぶ長大な篦

喬山脈の、しかも青海省東部の峰に、またしても、日中合同女子隊で

登頂できるとは夢にも思わなかった。

何年かぶりのこの遠征は、自分が悠々とした時の流れのなかのただの

点にすぎないこと、大きな空間のなかのただの浮遊物にすぎないことを

改めて感じさせた。そして、年齢を重ねたせいもあるのか、気心の知れ

た仲間と一緒だったという安心感もあったのか、人との出会いを大切に

しようという思いが残った。

－篦需路で

私達は、青海省・西寧と西蔵自治区・拉薩を結ぶ幹線道路一胄蔵公路

一沿いに高度順化をはかりながら、10日間かけてBCに入った。ゴルム

ドからBCへ向かう篦謁山口4,837mの手前で、五体投地をしている女性

の巡礼者に会った。五体投地は、地面にひれ伏して、仏に自分のすべて

を捧げる祈りの姿で、人間が地上を進む方法として最も遅い部類に属す

るといわれている。30才後半と思われるその女性は、10才ぐらいの男の

子と一緒であった。彼女は西寧のタール寺を出発してから1年2ケ月で、

私達が車で3,4日間で来たこの同じ地点に立ち、これから2~3年かけて拉

薩へ向かうという。五体投地をしている巡礼者の姿はTVの取材番組や

本で見たことはあったが、現実に接するとことばが出てこなかった。何

か腹の底から揺り動かされるものを感じ、強烈なできごととして私の内

に残った。西寧から車で8-10日間もあれば拉薩へ行けることを聞くと、

彼女の旅は途方もなく長いように感ずるが、それをしていること自体が

幸福なのだと思う。彼女は、何かを包み込むようないい顔をしていた。

草原の峠で

私達が全員登頂を終え、西寧へ戻る2週間の間に、草原は緑濃く、花

々が咲き、放牧されている羊がのんびりと草を食み、あちこちに遊牧民

（チベット族）のテントが点在していた。

峠を下りる私達を乗せたジープは、対向してくるジープを見て止まっ

た。運転手同士が知り合いで彼等が懐かしそうに話をしていると、相手
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方のジープから、ダンガリーシャツにジーンズ姿の初老の男性が降り、

話しかけてきた。青海大学で日本語を教えている近藤藤*ll氏である。近

藤先生は、日焼けし、生き生きとした表情で「この地の人達は、人が良

くて気持ちが暖かい。近い将来、西寧にも日中の合弁会社が設立される

だろう、日本の商社マンに負けない日本語を教えたい。」と語り、とて

も63才とは思えなかった。

そのあと、近藤先生からの手紙で、中学校の国語の教師を40年間、そ

の後、盲学校で2年4ケ月勤めてから中国へ行ったこと、親しい友人達へ

中国での生活のようすをく遥か西"青海"より東方へ〉という題で書き送

っていることを知った。この(遥か西"青海"より東方へ)には、近藤先生

が女子学生からダンスの手ほどきを受けるようす、風邪で寝込んでいる

時に学生が親切に介抱してくれたこと、羊を－頭丸ごともらったこと、

そしてその解体を学生に頼んだことや、日本語を全く知らない学生が日

本語を覚えていく姿に感動していることなどが綴られ、一日一日を大切

に生きている姿が伝わってくる。

「人生は情熱です」と言う近藤先生との出会いは、人生は年齢ではな

く、どう生きるかであることを強く感じさせるものとなった。人間が生
の●のロの●

きている間に、知り得るものは限られている。だから、自分の微々たる

可能性（無に等しいが）を、最大限に試みようと思う。

7月中旬、私達は群青色の青海省を後にした。

近藤先生からのく遥か西“青海，，より東方へ〉で、その後の青海省

西寧のようす、そして何よりも近藤先生の意を、伝えたいと思う。

j勤西"冑海"より東方ﾝ、

司錫で学′|尉冊夢いL、日褥吾專家il"l1

lb.9(1W.10.12)

9月5日はいよいよ諏卯〕初日。どの目も鰯)ています｡少し日本高談j分かる学生もいたので

|助】ら霜しましょうかと言うと、判より祷勤〕らしたいと言うので､渡り↓d船とさっそく自

漁と釜卸轄こもっていくことができました。この会言罐と作文そ才1に琴1ま､去年の

カリキュラムにはなかったのですが､今年は強く要求して入ｵTてもらいました。そして､言い

出した責任で今年はそれらを担当していますが、こ才1からの-…楽しみです。

少し[配していﾉ琴諸も耳が‘からしくすぐき才u,4こなり、褒めると尭嬉しそう嘘自をし

ます｡初日から学鐘拝生0露を入れましたが､初[者とそうでな↓者とを組ませたαかよ

かった"〕､抵抗感もなくうまくいきました。また去年と同じく、教室を日本迩轌とし、生

i詞貫一切を日本と同じにしましょうと言っても､気持ち良く了承してくれました。このよう

にすべりだしは誠或子調で､一日目0列鐸を終えて…〕ら出て見た『露】蒜顯)ダリヤカ輝

くように目し(了確ﾉﾘふくﾉできました。
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7日は､5月にﾆテﾄ数…たちと一緒に大変お産乱となった言霞抑逝く0亜…交

0壷笥交勧溺えたので､そ”輯した生絹垂真を一人一人に渡してもらうよう百数十枚

才t願,』しました｡議昔さんlj大変喜IMJ7月に卒業した六人には､おキﾛ鱸Tている者もい

ますが､一人一人にL何官潅します｡」と言ってもらいました｡侭j私と同じ…すｶﾐ事

教育の事となると、いつもひたむきな生き生きとした表|冑を見せます。チンク

10日、この日は､今ちようとﾝl麦(15.6年前まではバイチオウー白酒を作る青楳一を作って

いたそうですが､今は日月山から唖チベット雨ガラでし力柞っていないということです｡）

と↑函痩眞っ盛りなので､写真を撮りました｡封司で糊戒を使ってやっている罰〕ら

昔沈鈎iらの棒でたたいて収穫している人達まで様々 てす。ここにもますます広がる生活レベル

の格蓋6癖轌と感じられました。もちろ/Wjj＃籟澪真を多く撮って､後で~人一人に上
げました｡彼ら↓j私“脚〕袖を引っ張って家に入って4t藻や報酉鋤ﾝ勺でWﾅと言って聞きま

せん。しかし､一軒で蜘創對劾i大霊侭ので箪画d断りました。とにかく大勃)まわりα鐸

と!jW)i帳しなのです。

12日からは､｢しなやかな指づくり｣とiひらがなの篝lとを始めました｡珍しい0功蛎掴

の召抑〕よう1頭q二Fしてくれました。こちらα莫勃〕華ｷ昏畢JRaﾅを重視しているようで

どうして唯…|ゆ海く字↓d床ｵﾒ‘功泌りません｡｢麺変化j雲漁澆斡空ナ

方･慧剪などｷ諄しましたが､科まり識学生ほど癖を直す0功i卓‘』ようです。また､今日
は3月Idl京の日木次1葱訪〕らもらってきた｢日本紹介ポスタ－1(hal1)も見せましたが､みん

な食い入るように見てくれました｡なにしろ､言葉ま自然･宝舌習慣･刻上･唾などをバ
ックにあるのですから、こな鐸M鉢当に貴重でありカサとbU)です｡璃う1獅沖で1j持って

いるmi大垂したが､持ってきた彰勤溺りました。

今朝よもう率汐1惑填っ白です｡今少し寒くてもj溺長って草轌察をつ一九ﾅることが

大刃施のです｡7H瓠分が日の出ですが､少し息を強く吐くと白くはっきり見えるようになり
ました。とにかく夕方も寒さをJ惑じるようになりました。そして、どうやら畠ﾉ閂加〕I獲齢冬

わりに近九〕たようです。

21日｡夕食をとりにいくH割よさす力斗毒く急ぎ足になりました｡食御弘撤‘〕しいヨーグルトも
ﾀ惚売舌で猷むと冷たすぎます｡急に冬力逝づ,》て来たようです｡しかし､昼間はまだ少し暖か

く､今日は返り咲きしているケシキンセンカ薬科の花そ才1に今霜麺蜜をむさぼるミツバ

チカ鞘Tてい罰罐(蔀刃極り鱈よもうほとんど終わりましたが)などを十数枚撮りました
これら頤真は､こｵ1からすべて力餅哉Tて茶；誰の世界となる言毎省り狢ｹ月を掃効てくれます。
29日。少し筆感じがしましたが､負けじとm剥分の日0油とともにベランダに出たら､屋

誤rﾐ，
一
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ﾎ露風こは今塀ﾉ肋ての初霜ｳ洸っていました｡草読露察もそこそこに写真を撮りました｡本

当にここは秋と冬が爺者なのです。

この日から三日間まとにかく大変忙し↓毎日となりました。まずこの日、1訓孝料諜を終わ

ると､学生たち力獄こ｢先生､今日午↑錘勃》ら尭吾ｺー ｽの学生たちと一緒にダンスパーティを

しましょう｡｣と言って来ました。グﾝｽは去年の12月調と習‘吻諏と↓幼】りで自伺ま全くあり

まゼﾝ〈ﾉでしたが､断る玉甥よありませ(ので妻]pしました｡真っ昼御凋月るb所でのダンスも

ﾈﾉ肋てでちょっと恥すかしい知iしましﾉ鋤i､言雲轌と同じだと思って､恩切って訓請

料まど全音m汝子謎と踊りました｡本当にダンスはﾎ肝1とよって一人一人踊劉惑じ力違って

楽しいですね｡こぶ愛､夜m笄から詞Vで､I雷睡四十到吉瞬蛤1力泌り、ちょっとのぞ

いたらすぐ見つかり、最師lid常を翌ﾅて引っ張っていくのでとうとう座り､尉麦まで(1佃討

ぎ)見てしまいました｡いる/くな勵知芹生たちがそれぞれの音課茨の〔)ゆびと踊り見飽きませ

ん｡途中、日褥蔀〕個人j雲をしているモンゴル{認代目0球嬢さんの|銅'さ(か､モン

ゴルﾛ漁りを零と踊って見せました。その後写真を撮ったりしてとうとうl佃料とを過ぎてし

まいました。しかし､↓|丸瘤Tでした。

10月2日は汗後lH講ぎ割胡音くなり、翠楓が急ﾙこどっと吹き列jて来たかと思うと、珍し

く大きな雪鳥とう燃加〕k電(ピンパオー謡)｡gl4rでカメラを取りに行きましたが､2.3分であ

っというまに向こうの上に走り去り撮れませんでした｡今年詩卸〕雪熟となるでしょう。その

後､日差しは戻ったも0刀〕ひんやりしてH耐の感じ力深まりました。そして､今年もなゼｶ西

寧市却沐々 か陽紅葉し始めましたが､瓠j詞大ゆポプラも識fみ'鼬冬鰄lrA4)て来劉惑じ

がします｡天気子索脚〕最I段…(嚴續温度17度)を見たら急Iとなんとなく寒くなって来まし

た｡そｵTでも御ま毛布一枚で寝ています｡卓諏雪勲叉凋営2と,割､ますが、どうなっているか

自分でも分かりません。

今日は久しぶりに緬寺ごろテレビのスイッチを入ｵ1てみましたら､第十二回アジア競技大

会を二診刃〕チャンネルで流していましたの討議》しくしばらく見ました。

4日はここ2,3日の寒さとはうってかわって、うららかな'1春日和となりました｡」匝空功胡

のようしq頚'青それをバックに黄ば誠fW"iひらひら光ります｡国養覗とこ聯權罰璽と

翻ったi絲血浜酵も美しかったのですが、こ測まこｵTでまた自切粒織りな赫鉦､毎日微

娩可多り変わっていく色合いを楽しんています。

今日はまた去靭詫狗塗食しましょうと誘ってくれましたので函了､行き､訓寺間以上も

ｿ鍋(羊のシャブシャブ)をたらふく食べ､『'ゆジャンケンで副酉をゆっくり#焔ﾒました。

食べること↓jかりて申し訳ありませ(か､9日も去罰う詮と､今閲j珍しいタイカ痴剰理を

食叫C行きました｡竹筒で伽』たミーファン(米飯)、標乙熱』ミーファンlJ鋤却齪jほど味

力出て､鶚ま疲れましたがｵtﾇ‘)しいものでした。そ才1に君却蓉のスープはビールを飲むの

を哉1させるほと､叱味でした。

おまけにこの日l誌執と帰ると、－人β岸鋤iわざわざ十数キロ鱸1た“{まで行うて、

もう寒くなり醇旧隊には見られなくなったハミウリを買って来てくれました。（私力韓で

Iああ､死ぬ師ともう--度､ミウリが食べたいなあ’と言ったはかりに！）とにかく彼らは親切

なのです｡秘まもし日本でこのハミウリ0種を増や可-詞iできたら､全画鐵諸t萌己ろうと

考えています｡それ力X脚瀬卵畝1するお礼だと思っています｡瓠まとにかく鋤iｵtﾇ‘》しい

てす｡ハミウリと諦観c､あの甘く秘)しかった/1粒のブドウは姿識肖し､瓠ま[禅”ブドウ(1

キロ21円)と新しい干しブドウに変わってしまいましたカベリンゴ・ミカンはもちろん､桃(こ

れはさす力､と少なくなりました)梨・リンゴ梨･栗．柔らかくて甘1‘柿(1キロ24円)・ナツメ・

すもも･バナナ･パイナップルといろいろあって安く気蝿と食、くられます。しかし、ザクロだ

けは郭対立で甘く掴)しb刃〕ですが､なせか1キロ1頭と風〕です。

7日は一日中顎‘測圃しとさらされ､2.3日師こ色〆う】‘』てきたボプﾗがもう身を振るように準
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しｸ鋤､カラスの巣b黒々 と見えてきてよけも寒々 としてきました｡昼間で制土く,皀力沙し白

くなります｡葬而としてlj堀燐のですが､体感としてはもう初冬といつﾅ｡惑じです｡学生た

ちはセーターを二枚三枚と重ね､ズボンの下にも毛舟切ものをゴ剣まいています｡女子善の

中にはその上にｺー ﾄを着ている者もいます｡本当にこちらの人j雲ま菅過ぎです。これて1j風

邪をひくのも当り前です｡去年､秘j窮函なのでとうとうセーターは着ずじまいでしたが､来

境月はもう64歳用Eはするつもりです。しかし､f準ているもαままだ夏とあまり変わり

ません｡身軽くてし恥です｡いつ舗雷空と日々 紅葉していく木々 を見上げてlj急ぎ足です。

まあそのうちクリーニンクに出したコートを着ることになるでしょう。

御jZ,rですが去年と同じで撲蓉こ自割と出てくる毒たちd鐵鼎と答え､また自国C釜舌

を楽しんでいます｡何人力1よ独学で驚くほど日本言諺謹や麺去を譲責しており､それをﾈﾉ肋

て日本人にぶつ式ﾅる楽しみに;嚢している力のようにさえ感じます。こちらもｲ鐸とはうっ

て変わってくだけた言謹をi萱Xおボおずと話し狐ﾅてくる学生を一気し壼乱喝|き込みます｡そ

して、こぶ封aﾅlj私も大つぴらに仁暦蔀淳習をします｡(I"Pは一言でも多く日本語のシ

ャワーを浴びせね我頂りませ7くから｡)才｡毒このごろは少しに暦勧間こえてくるようになり

片言も少し出てくるようになってきました。また､誘樗娠蝿月文もなんとなく読めるように

なってきています｡本当に一年で帰ヨしないでよかったと今霊fがら喜んでいるところです。

今日は12日｡暇々 に書もrてきましたので､書き吻錨てからとうとう二進間以上たってしまい

ました。そして、こ0四勘]醐肋る周りの木々山々はすっかり鈴し輝き始めました｡季節

も変わったことですし､今恒mjt渡りはここらで州邸と厄付ことにしましょう。と言いまして

もい式となる力功茄】りませ(か－－－b

乱婚さん､寒さ↓q右功期〕まず折からくれぐれもご自愛ください。

今雫却輝を見せている青勵〕らさようなら19例年10月12日

M.10(1W.12.18)

喰洋一頭‘ただく。

里ﾀｰﾙ寺(j巻蒔)0話仏‘猿i…旦槻とお会‘する。

さて､2年目0塑舌誠鋤てみますと､日褥笥謁とも宝乱と剖灘Tているはずな“と､なぜ

ｶ刈群よりj段つれる毎日で､本当にあっという間こもうf瑛陶津分力過ぎてしまいました｡同

じ職鍬と2WX_tj,》ると減》たいそうてはありますｶﾐ人生”免年U漣足lとlj厳しいなにもm》

を感じます。

育秬"､9にも書Jrてますように､今年はカリキュラムに表現(蓋舌･作文･奏己書写)を

入ｵTてもらい､そｵ1を担当していますので､ｷ蔀でljｵ…篇そ酎畦年目と同じ忙しさ

です｡梯こ蓋離ある窟實日本言勧調こ入らないと、才t封鈍』返して終わりますのでﾈﾉ蹴ま手が

力かりました｡そ才1に麺洞まますますEかる'動》りで､あちこちから琴甜圦り、本務を考え

測測寺々 断らｵｭ我侭らなb抵とです｡聿善たちijH群にくらべてずっと早く日褥勧流陽

になってきました｡梯こ丑卜音から霜し吻諏と…i日本言蔀話し期鋤るときはj額的です。

ただ､ある識はこ0垣大な国を支えている必…淵締l1と、その割錬フア甘W十

をうまく吸おうとする癖ま､＃絵01偶々 までビー ﾙｽのように蔓延っており、そ聯課､そ

才lにあり列ﾅない多くの蕊肩細と無気力とを目の当たりにしては、これもqEM)一…

｛陸｡功》と無里こ自分諦耶号させようとしますが､このことは､不公平な密α選考にも現

れてきて、日本語裁師としては全く輻ﾌﾌ認dJ燗ることさえあります。

しかし､秘ま日褥苛旨導を通してi…〕日本を語ることにより、に画亜繧を見劾

さゼq画〕拝を考えさせています｡去年は少し遠盧がちに言っていましたが､今年は哨率

こｵ1から0意趣長麹兒を考える時、どうしても趣ﾅて通れないことと思い､少し前後も考えず

語ることもあります｡－人権自由､平等､群ﾛ､力斗ﾅがえのなし個人の人生､地球人とし
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忘噸）と

て0潤環惑難長ど｡人闘j不思議です｡,[β澳嘩蚕勵ているも“或通なも励溺るからな

のでしょうか｡日輻部ﾚべﾙは低くても、こういう闇謹ますつと通じるので驚きです｡百弓

にね)と闘和X長い巻はすぐに典惑を示してくれましたが､今でば関係者でさえうなずいて

くれます｡職という自分の輪紡渭ﾅなくなります。もう少し早くこの仕事に切り替えｵTば

よかったと、またもや海やまｵTてなりません｡それでも二年間こうして手応えのある仕事を毎

日できるO%q諜射しています。

画11月12日｡朝食を終えてH葡薗W)一時ちょっとぼうっとしていたら冒勘】ノックをします。

それも学生し力知らない日本和ダブルノックです｡開ﾅてみると案の定､巻0茸貝(ツァイ

ペイ)さ人β亘顔です｡槙。甲乙索料刻0族長,意錯(パンツォ)さｶ1ここにこしています。

才貝さ/〈ﾙま去函遼二勅】ら一時I唾鍔刻"帰りましたが､今年は刺畿制こ日褥吾を凱と

乱ﾅて､来t助〕らは'|註に日本語を教えていくんだと張り切っています。

I講酋一一二人l卦噸〕白い大きな袋を持って苔障こ入り、そｵTをとかっと置きました｡五月

に撮った二召押とちの写真を先日､百数十枚あげていましたので､該昔さんはまずそのお礼を言っ

た後､二人『で例Z大きな袋謡瞳填〃Pに持ってきていきなり嗣ﾅました｡－－ﾈﾉ肋て見る

裸のまるまる-豆配年です｡頭･皮内臓こそ取ってありましたが、しっ畷j工脈に乱』てい

て､四本U〕脚j宙l空き上げ､真っ赤な肋鄙jかっと見閑,〕た大きな目のように迫ってきて、

秘j思わず-歩下がりました。とにかく勃汰きく見えました。

もちろん、と/〈た贈り伽ま"肋てなので､何と挨拶したら恥）ものやら急に言勤拙てきま

せん。しかし､二人”ここにこ顔を見て、やがて私もそうす才M札沁のだと分かりました｡彼

は私と同じ年齢で､去年の”1面淵勃】らなんとなくうま力洽い､カラーテレビ額曽ってから

はますます閑艸となっていますので､話すことは多かったのですが､何しろ}雲調も迫っ

ており、ちょうど妹から送って来ていたジャンパーと卸]勵斗)シャツ、そ刺〔菓子などを無

理q寺って行ってもらって輻こ急ぎました。

しかし､輻こ入っても何ｿ訪泪分り清ロヨと-窺洋力かると思うと落ち着きません｡照本

すること、そして、その後どうしたらし叱刃功〕､仰Cも分かりません｡なんとなくそわそわす

る気寺ちを抑えて授業を終え｢計幼生きている羊を食､t事U油る人はいませﾝ〈か」と大声で

どなると、初画面喰らっていた学詣垂もそα意恥拐かり、そのうちチベット溺毎学杙とい

う学鋤；｢秘如…虞ので殺したことはありませ/｛か､'躰したことはあります｡｣言って|耐フ

してくれることになりました。また､好奇心のある親りた巻二人も一緒に音暉こ来てくれる

ことになりました。

夷よ､去年の10月、。泌掴包丁割兎)もしな&刃】と､研詔耐回って来たのでWR,rでも

らっていました。そｵ功§ー 年たって役lE立とうとlj忽‘)もしたのったのですが､人生はおもし

ろbyです｡梅さ細よまず私力海日使う日本U珊泓]師を尹際良く侭》こなして､肋骨一本一本

にの胃に乱rている咳か~識tﾇ,)しbUyです｡)を夷こT藝改卜していきます。そして､詞まど

こが一番お,》し､功料獄しながら､師〕'1吟一声つ落としません(四加澗淀は後訓班才く､ま

た背骨U掴りなとが洞,)しいそうです｡)あとの二人lj1勵獺本しﾅ｡河を仁庭庖｢でi鑑な大き
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さに切ってくれます｡三人の手を真っ稲こしての雪謝で、さしものと…瑚pう霊も､二

H澗認とは＋二のビﾆー ﾙ鐺とおとなしく収まってしまいました。

しかし、そ才吻〕らがまた大変で､誼とどう配ったら眺め渚え、そｵ1力轆わったα鐵日後

でした。こんな詞まおそらく今後二度とないことでしょうが､そ才1から-カ月経った今も､私

0y衞罰電こはまた肋骨も､背骨咽りの適当にi副茄ｱﾇｨ》対珂も､首も､後足β潤胡民ったま

まです。そｵ1そ知､学生たちや日頃お産蔀なっている方々 ↓(差し上げて､手ﾗ面Cは少しずつ

し力残さた”ったのですが､何しろ1才煽奎仙蝿(料理できません)ですから－－。こちらの牛

”ま､毛牛(マオニュウ)という黒く忌走砿きな牛(ヤク）召や二FにI罰励泌まりはいっ

ていませ(のて硬くてあまり味もありません｡それより、|罰加ﾙ詞交”ﾌｶ柔らかくて食

べやすいです｡毎日私力通うﾉlugB(蝉堂)の餃子､ラーメンそO刈りjZﾒな君潤です。こん
なことを雪‘〕ていたらきり力泌りませメﾉ。

勉2月6日。これこそ"と縁，と言うべきか｡薔園jj鐸を終えると､その足で昼食をとるの
ですが､なせかこの日1．眼って料理を注文した後､なんとなく－度吾届婦ってみたい討寺ち
になりました｡そして､音届こ入ったとたんに議詑す｡受託機を取ると跡諒察永章
ﾀ密】らです。

彼とは先日初防て会ったばかりですが､そ0ｺ折り、山に節子さんという方U洋紙を見せられ
ました｡それはﾀー ﾙ寺(j巻蒔)α舌仏‘曉＃銅旦祷師；側犬でした。そ刎寺ちょう
ど来合わせて”て弼情年陶1駒功労ま､読んでもよく分からないところ力泌りますと言っ
たほとう雪、また最諦垢吾と夷と巧みなtbi鈍どを使って､活fj故寸する罰勉念と感謝
原寺ちを見串に書き_tげてあります。そして、そ函刺ま古､のです力洞叡j淵鮮で>L温ま
るものでした｡おそらく、少し歳を召さｵ1たgIILa厚‘》､鎧〕ある女性ではな↓かと推察
いたしましたが､お人j耐’鍵ﾒ出た名文でした。

もちろん、日本､行ったこともない謁性はほとんと読めません｡その帥誠ふれる品絡の

ある錘から発せられる冒誌で濤邨q上口さ/〈の#t罰寺ちを感じとった時､すぐ私叩から出
て来た言碧ま｢私力直接､活仏I寓藷『でuにi痴湘討寺ちをｵt話しますから､なんとかし

て下さい｡｣でした。もちろん､司曽で増時の最雫膣でもあり、省ﾛ扇|住捕なといろ/くな

重笥ともあり、普通j…(二は』て識rできない方とは聞/rてbながら、こ才1はもうとXなこと

力泌っても画謁t洽いするほかないと思ったのです。そして､幸&垢席されていた活ILβ孫鍼
に当たるという方に、そ0)郵各をｵt願‘』しておきました。

そｵ1がうまく連絡できた0功〕､｢今からどうですか｡｣という雲誌のです｡私は食事はもうど

うでもよくなり二ダラ&鐸でバｽ↓家り、西寧市休罰漕祁と飛んで行きました。タクシー0う趨云
手力急jでくれるα礼咄のですが､カーブも訟祉画ま少し[配でした｡でも、11月16日に
降った雪は寺"丘づくに‐ﾗｵTてupafi掴とたくさ(残っており、それ力糖識用のダﾑ0瀞詰な
芯堀と写っていて、それをバックに目頭”鉢力吹々 と後ろに流ｵTていく風罰ま、これまた
見事でした。

f召蒔に着くと普通の日にも力功功わらず､チベット”|言笥藝ま塞究Zを問わず《それ

そ諭矼ﾎ識を脾して回っていました｡本当に‘五I刺舞世，に醐同匝出会っても｛郡ILのな↓私
はまともに見ることができません。もちろん､カメラ割副ﾅることも－－°I種…『では

十万回(1カ月力かる)､タール寺を厄"f7回(10日ほと力かる)､青海胡を恒陶ば1輸功〕る｣と聞
いただけでも身力固くなります｡いつものように(今回で四ｺ目)そ…展姿と美しい壺

蕊こ見とｵTているうちに、タクシーは粥緬坊の樹章諦画舌(“趨恋弓まで乗り式ナ

られました｡そこには一台のジープが止まっていて､註間者と思われる人だ動数N,)ました｡ま

ず､粥”7が入って行きましたが､な力丈”出て来ません｡秘まそこが|高く寺全体を脚敢
できるのを事i写真を撮っているとI今､少し掴馳泌るそうです､どうぞ｡｣と言ｵ卦Tて門をく
ぐりました｡科j四方を古､超加囲《ﾉでいて､真/〈月ｺはヰ値のようになっています。そして
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そのづ助括(蝿妾見室そ剛i虹なっているようで､liゆ－i皿(二は活{幼泪耕廿羊されると思

われる纈lWt澗騨あります｡ｲiゆﾆゴﾕまよく分かりません。とにかくと唾1先緋謡で芸

ｲ紬砿燗或|胸施され､そｵ1が跨り鱈で風上し力斗ﾅていてI獄ﾒ,VR,jものでした。

丁寧q鬮さ才1た接見詞ま'1,ぎｵ1いな音l屋で､活仏ぱEンゴル人なのでｿ鐸汗の肖{郭亟)掛

けてありました｡待つこと7.筋ﾂ､､人の詔肋Xしてすぐにそれとｵ己かる活仏‘蟻圦って

来られました。こちら↓q右功〕って合掌しなが』司丘付1jJ-て来‘式lます。そして､差しｲ申､くら才1た

癖は､そぷ司旱ではありながら柔鋤斗眼差しと同じH動]さ力泌り、秘まごく自然とその上

↓q癖を合わせました｡そして､燕淀f創甫してきた4メートルほど畷屯白のｼﾙｸ”笥垂(ハ

ダ)を価汗で頚fました｡(このハダというαまｼﾙｸでできており､小さいも伽まマフラー､大

きいもαj帯のようなもので長‘抵どよく、チベット胴ま謡#する人を底f｝電燗するH調まよ

くこれを相手に上げるようです。そして､笥函〕人力罵醗斗瑳し上げるH調獅伯のもc肋環高

で､筒勘肩鰄斗とくださるH割き黄(樹色のも”最高だそうです。こ皿勃期C青力溺ります。

秘まこの-謂銅とこ畷狛のものを中[ﾙこもう十群JVとだきました｡)‘喉冒様もまた榿色

のハダ謎Zの首1罐N十て下さいました。そして､評||とこれまた4メートルもあろうかと思われ

る黄色のハダと、W津､尺勵iこぶ答派寺霊茂yd際､一緒に撮らｵ1た写罫〕たくさん入った

｢i智展寺1という糯ip)パンフレットをいただきました。

なせか"随から数十…ﾛﾖのような感じがしました｡阪廃様もまたﾅ陸賑ったり威厳を

ひけらかしたりはされず､ごく自鯏砲討濁輕らせらｵ罐獄し始められました｡－零時

には今まて割亘饒旨したこと､そα関｡諸U苅瘤長|郡胆〕|晨渚の姿とそ0鯉を感じさせる由

緒ある鋤函刎q銅すること、自分函ま(“あるととなといろいろ才t話しましたが、

阿詞調j…ﾒ|睦洵うて弩…は10分篭芒と閲】ていましたので、さぅそく山にi釦

手紙を取り出しました｡秘よまず､この手綱湖”1F蕪わりま祁嬬故寸する罰乃含と

W1lq満ちており、また､最高の日本語の蛎吾で識吋1た名文であることを申し上げると、さ

叡喜しそうにうなす諭珈ました。さっそく手睡則信岳R?に入りましたｶﾐその巧みなt岬釦〕

ところではた功並功》圃切Xうまくいきません｡なにしろ堯燈指は日常ほとんと日ｵ語を話され

ることはなb刃〕ですから当望ｵｬですが､もとかし↓のです｡二人とも諜塔鳥海勢売でしたが、

なんと力1上に減〕ひたすらなお罰寺ちをお伝えすることができました｡阿詞調jｵ齪そうな笑

みを#勃Y､くられ､私の手を握って謝意を表されました｡そして、その場で、

’

j癖笹ヨ

カ騨下有司更請封貼画韻甘1日的"翻日8新'i"
J岸輔謝

阪廃＃認旦

と書いた辱(|日替)の閉II=Uy副謂犬をくださいました｡そして､Iもう私たちは老朋友です。

またぜひｷtﾇ,〕でください。また、こｵ1からは|助あったら琴舌してください｡lとも言ってくだ

タール寺 阿嘉洛桑圖旦様と（右が近藤先生）
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さいました｡繩…ここ･勅丈R詞青をさｵTていましたが､判まり、司曽として(”と最高

責任者として(7溌融感じられました。

そこで一度湖l伽したのですがその後すぐ君,J和ﾗがIちょっと待ってください｡阿嘉様

力1助儒されていますから｡lと言オォ1たので計耐抱と出て､回り姑b趨勿をカメラld収

噸と後､能面洲朝|”て澗幽こ入らせてもらいﾈ艀しました｡大金瓦殿などﾛ垣芯債IZ像とは

違って小ぶりαZ様てはありますが､何となく零ｨ感じがしました｡秘j立ったままで拝み

ましたが､ふと気付くと秦先生たち二人はt似と伏してﾈI拝さｵTており､,耐かしぐ思いました。

再調妾見室帰り御…償どして侍ﾌとと数分､再m而騨i才tﾇｨrでになり、

逓溺瀞lb悟主惠存

塔師寺リ囑洛桑逼但贈印

一1九四年ﾄｰ月六日

と､に掴人鹿節菊 こ雪珈た記念品6雪莫和署

劉託ip羽か､美しいチベット文罐笥詳ﾛもある)をくださいました。とｵTでまた裁婚

えました。

本当に,肋3鼠合うということlj…卸極みですね｡秘ま何ｺも振り返りましたが､阿

詞調裁幼f誼を”潟まで窪貫で見送って下さり、私が自澱と手を振ると同じよ訓｡充演_て

くださいました｡帰りのタクシー0沖で､粥”ｦは{今日が可詞調ま本当↓嬉しそうでした。

こ(なに鄙請笥麺人に会われることは珍しいことです｡｣と言ｵ式1ました｡秘刈兼昇を感じ

ませんでした力嶽ﾅば1H兼馳A上だったそうです｡とにかく、ｲ蝉X,い獄1難半日でした。

減召きいたさ,疵I翻日畷1では､(爺調砿舞ｨ〕もあるそうで(そ”寺ﾗﾙﾅる耐よ､奈良の寺で
舞われるH寺列ﾅる函とよく似ています｡｣今かE楽しみです｡己”てこの二零〕チャンスを与

えていただいた方々と認q調礼》たします。

その後､交茄罰拠込ん泡釘沌にﾛ銅牙匠ちよっ遷顎ｬしたりしましたが､一日振酎受

業をして､去痢月からの甑垢醗和続ｨ〕ています｡今､率汐1は去年と違って真っ白です。

11月16日Iα全しく降った雪が､そ心麹Y令えj巫ﾒてな力迩力消えず､その後また二三回ちらつ

いて今日もちょっと麹』ましたので､二円掲碧ま雪奴東っﾅご壷額)上を夷とうまく滑って楽しん

でいます｡終日日力当たった日だまり力沙し獄ﾅｶｷﾅてもそと力濡れることはなく、瀞ﾅた分

だけすぐ乾l,rてすぐもと刎永こりっ砥と肋拙てくるαこは驚きます｡…慰歎)斗叩命の

力全く見封術つきません。こ才1力沫璃月まで続きます｡朝零下M唾Pをちょっと風を切る

ようにして急ぐと両目力痛くて飛きゆではなbかと,l酒改急げません。

とにかく､あと節圖翻とらずで今年の前期も終わります。こ(なに二年目が早く過ぎていこう

とは思っていませんでしたのであｵプてるI勤】りです｡人生”調というもαま不驍識Fもので

す｡若”寺､ミルグソンの本なと読むで､嶬枕表すH調ではなb時翻匠丸『て考えたこと力浬

b出されます｡秘ことっては答えを出せそうにもなbf錘てすが､なんとなく感覚師とは分か

るような気もしてきています｡本当に人生邸澗jJ蒻俺とでは表せませんね｡そんな美穂の

する毎日の一年半でした｡なんた釣洞年分も生きたような気がします｡忘れられまゼﾝ〈,。

そろそろ同鋤漏癖も作成しなけれﾙj謎履りまゼソ〈ﾉし､提出させた日記も読ま掴jなりま

せん｡皆さんも…逝くなりｲﾛかとお忙しも事と思いますが、どうぞご自愛の上､新たな人

生lqFMﾅてのよ↓淵奔を才t迎えください。

今ちょうど馴荊6分;薄く雪を被った函辿の上に､瀞、寒々とした雲を残して日力落ちて

いきました=一｡ては今年はこ才1でさようなら。

－46－



他のメンバーにありがとう

辻野治子

女性パーティで山に行くということが私は好きです。男性と一緒に行

くのも楽しいのですが、女性だけで行くと、山行の充実感がとても大き

いし気分がとても楽なのです。裏がえしていえば、私の場合、男性と行

くと、結果的に頼ってしまうところがあったり、その反動で気負ってい

たりと、なかなか、複雑な心理状態のようなのです。ですから、女性だ

けでいくと、自分がとてもナチュラルな心理状態でいられて楽なのだと

思うのです。最初から理屈っぽいことを書いて申しわけありませんが、

要は女性パーティの山行が私は好きなのです。

従って、今回の遠征が女性隊と聞いて、興味をもち、同じ北海道の市

川さんと連絡をとり、参加を決めました。そして、市川さんとは近いう

ちに北海道の女性隊で遠征を組みたいね、今回はそのためにもいろいろ

と勉強してこようね、と話をしていました。

と、目標だけは高くもって参加したのです。そして、私にとって、こ

ういう遠征も初めてだし、中国も初めてということで、なにもかも勉強

になりましたが、帰ってきて、今、－番、思うのは、いい仲間に恵まれ

るということが、当り前のことなのですが、やはり、とても重要なこと

なんじゃないかな、ということです。今回は、日本側のメンバー、中国

側のメンバーともに和を大切にする、気持ちのいい、楽しい人たちで、

本当にいい仲間に恵まれたと思います。いいチームだったと思います。

もちろん、その陰には奨総隊長、寺沢隊長の苦労あってのことだと思い

ますが。

一般的に遠征では、登山技術、遠征技術を学び、登山経験を積むとい

うことが大きな収穫だと思いますが、今回は、特に、他のメンバーとの

長いつきあいの中で吸収させてもらったことの数々が大きい収穫だった

と思います。
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1

〈ミーティングの時に中国語でうたった歌〉

如果幸福大家一起拍拍手

（しあわせなら手をたたこう）

ルークワシーフーターチャーーイーチバイバイショウ

如果幸福大家一起拍拍手（繰り返す）

チュウインタイトバﾀビｮｳｼｪﾝトウライバ

如果幸福就用恋度把直表現出来･巴（1～3）

ランウオ●メン

註我1門大家一起拍拍手

トウトウチャオ

2．如果幸福大家一起躁躁脚

註我1門大家一起除躁脚

(繰り返す）

パイチェンバー

3．如果幸福大家一起拍肩膀 (繰り返す）

註我{門大家一起拍肩膀

塵喬山峠
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青海省概要

青海省は青蔵高原の東北部に位置し、北部山地、柴達木（ツァイダム）

盆地、青南高原（青海高原）の三地域からなり、北東に祁連（キレン）山

脈、北西に阿爾金（アルチン）山脈、南には唐古拉（タンラ）山脈、南東に

は巴顔喀拉(バヤンカラ）山脈そして南西には可可西里（ココシリ）山脈が

連なっている。また、中国の二大河流、黄河と揚子江がこの地に源を発

していることから、「河の源」とも呼ばれている。省内には中国一を誇

る塩水湖、青海湖があり、青海省の名はこれに因んだものである。また、

省都西寧にはラマ教の聖地塔爾（タール)寺や回教の清真大寺がある。

面積は日本の約2.5倍近く約72万城。1992年現在の総人口は約461万人

だが人口密度は5.8人/l㎡にすぎず、中国内の省では人口密度の-一番少な

い省である｡青海省はまた多民族が居住している省であり総人口の42．1

％をチベット族、回族、トウリヤ族、サラ族、モンゴル族が占めている。

キレン山脈やツァイダム盆地には豊富な鉱物資源が埋蔵されている。

省内では119種の鉱物資源が発見され、埋蔵量が確認されている97種の

うち、10種は中国のトップにランクされている。特に湖塩、塩化カリウ

ム、塩化マグネシウム、リチウム、ホウ酸、天然ガス、アスベストなど

の埋蔵量が多く、品質もすぐれている。また、水力発電の開発可能な河

川も多い。総出力1798万キロワット、年間発電772億キロワットアワー

の水力発電所が建設可能である。

青海省は中国の四大放牧区の一つに数えられている。利用できる牧草

地の面積は3300万へクタール以上であり、各種家畜2300万余頭が飼育さ

れている。すでに発見された経済的価値のある野生動物は250種以上あ

る。なかでも野生のラクダ、野生のヤク、野生のロバ、チベットカモシ

カ、アルガリ、白唇シカ、ユキヒョウ、ナベコウ、ソモンカモシカなど

の10種は中国の1級保護動物に指定されている。野生植物は75類1000種

以上ある。なかでも卜ウチュウカソウ、ユキハス、バシクルモン、ブン

カンジュ、カワラサイコなどは特に有名である。

1959年に開通した蘭青鉄道の他、新中国成立後に建設された青蔵道路

や青新道路などの自動車道路、1991年に完成した西寧空港がある。

（中国画報Vol.500,コンサイス外国地名事典参照）
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青蔵高原探検概略史

※1328～30年、イタリア、フランシスコ会のF･オドリコ．ポルデノンが

カンバリク（北京）～甘粛～青海経由でラサに入り、ヨーロッパに戻っ

たと云われているが、真偽のほどは不明。

※1661～62年、神父ヨハン・グリューベルとドルビィーーユが北京から西

寧へ、更に青海湖南岸から柴達木（ツァイダム)盆地に入り、青蔵高原を

横断して拉薩(ラサ)に到達した。その後二人はラサからギヤンヅェ、シ

ガツェを経由して、ネパーールのカトマンズからインドへ抜けている。

※1729(又はl937)年、オランダのサミュエル・ヴァン・デ・プッテは隊商

に加わり、ラサから那曲（ナクチユーー）～デイチューー～青海湖を経由して

北京まで往復した。

※ロシアのザヤーエフが青海からラサヘ行った。詳細は不明。

※1844～46年、布教を目的にフランス、ラザロ派のユックとガベーの2

人は内蒙古の黒水から万里長城北側のドロン・ノーール、帰化城、寧夏(現

銀川）、西寧、日月峠を経由し、ツァイダム盆地からタンラ峠、ナクチ

ューを経由してラサに到達した。その後二人はラサから昌都（チヤムド）、

巴塘(パタン）、打箭炉（タチェンルー、現康定）を経由して成都へ抜け

ている。

※1870～1873年、ロシアのニコライ・ミハイロヴイッチ・ブルジェワルス

キーはキヤフターカルガン～青海湖～長江源流のムル・ウスに達した。

その後、ラサまで行く予定であったが資金不足等の為、往路を戻った。

※1878～82年、クリシュナが青蔵高原を南から北に縦断してラサからツ

ァイダム盆地まで達し、チベ､ソト各地を実測した。

※1879～80年、ロシアのプルジエワルスキーは第三回目の探検でヅアイ
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ダム盆地からタンラ峠を越えてナクチューに達した。そこからラサに入

域を試みたがチベット軍に追い返され、帰途黄河源流域を探った。その

折、布爾汗布達(ブルハンブッダ)峠を此の山脈名とし、マルコ・ポーロ

山脈（現可可西里山脈又は冬布里山脈）を越えて揚子江上流のムル・ス

ウ河を渡っている。1883～85年の第四回目の探検では、青海湖からブル

ハンブッダ峠を越えてザーリン（ツァーリン）湖とオーリン湖を探った。

※1881年、インド測量部のパンデイツトがチベットから黄河源流域に到

達し、青海湖畔付近まで探った。

※1882年、フランスのグレナードは1881年のパンデイツト同様、青海湖

畔に到達した。

※1889年、フランスのガブリエル・ボンヴァロは第三回目の探検でアル

チン・ダーク北麓のチャリクリクから南下、アヤククム湖とアチクコル

湖間を通り、チマンタグ、コロンブス山脈、ブルジュワルスキー山脈

(現可可西里山脈）を越える。この探検中火山を発見しルクリュと命名、

7000m級の白い峰をフェリエと呼ぶ（カンツァーリ崗札日6303mか)。この

付近で数個の火山丘を発見し、リェイスブルック火山と命名。更に南下

し、1890年8000m級と思われる氷の峰のある山脈に、フランスで最も美

しいとされている山に因み、デュプレスク山脈と呼ぶ（現タンラ山脈

6500m級）。更に東南方に向かい、ナム・ツオ湖畔に達し、湖面高度を測

定する(4670m,現青蔵高原地図では4718m)。チベット人に阻まれラサヘ

向かうことが出来ず、タチェンルーに向かう。

※1884～1886年、ロシアのポタニン夫妻は北京～西寧～青海湖～チベッ

ト北部を通りゴビ砂漠からキャフタに抜けた。

※1888～1889年、アメリカのW･W・ロツクヒルは北京から蘭州～西寧～青

海湖を経てツァイダムからラサヘ入ろうとしたが、デチューからタチェ

ンルーヘ出た。

※1891～1892年、ロツクヒルは北京から蘭州、西寧、青海湖を経てツア
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イダムータンラ峠を越えたが、阻止されてチャムドからパタンに出た。

※1893年、ジョージ･R･リトルダーはロシアのサマルカンドからカシュ

ガルに至り、クルラからロブ・ノールー青海湖～蘭州に達した。

※1893年、ドウトルイュ・ド・ランとグルナールはボンヴァロのルートよ

り更に西方のルートを通過した。

※1894年、個人的伝導でオランダ／カナダ人のピーター、スージー．リジ

ンハート夫妻は11ケ月の子供連れでラサを目指し、上海～蘭州～西寧～

青海湖～ツアイダムータンラ峠を経由してナクチューーに着いたが阻止さ

れ、玉樹(ユイシュ又はジェクンド）、甘孜（カンツェ）、タチェンルーを

通って四川へと出た。途中で夫と子供を川に流され失う。

※1895年、リトルダール夫妻は1893年のラン達と同様にボンヴアロのル

ートより更に西方のルートを通過した。

※1896年、M･S･ウェルビーーとN･マルコルムはラダックのレーから北チベ

ットを通ってツァイダム～青海湖を経て北京に出た。

※1900年、ロシアのG･G･ツイビコフは巡礼ラマの一・行に加わりタール寺

～ナクチューーラサに着いた。

※1900年、能海寛は青海からのチベット入りを企て、西安～蘭州～西寧

～青海湖に達した。

※1899～1901年、ピョートル・クズミッチ・コズロフは第三回目の探検

で、青海～オーリン湖～ツァーーリン湖に至り、長江とメコン川の上流を

探った。又、1903～1904年の英国軍チベット侵入のためタール寺に難

を避けていたダライ・ラマ13世に会った。

※1901年、スウェン・ヘディンは第二回目の探検でボンヴァロとほぼ同
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じコースでアチクコル湖とアヤククム湖の間に至った。その後、ボンヴ

アロより西寄り、リトルダール夫妻より東寄りのコースの前人未踏の地

を南下。ココシリ、タンラ等の山脈を越えラサ入を企てるが失敗し、チ

ャン・ラを越え、レーからスリナガールに出た。

※1903年、寺本碗雅は青海のタール寺に着いた。

※1903～1905年、ドイツのW･フイルヒナー夫妻とA･ターフェルは西寧か

ら青海、巴顔喀拉(バヤンカラ）山脈の北側、黄河上流の探検をした。

※1904年、J･ル・レダン夫妻はタンラ峠を越え、ナムツォ（テンリ．ノー

ル）から転進してシガツェに辿り着き、ギヤンツェからシッキムに出た。

※1904年、リトル．ダール夫妻はル．レダン夫妻同様ラサを目指したがチ

ベット軍に阻止され、リトル・ダールは行方不明となり、夫人は必死の

思いでタチェンルーに着いた。

※1905年、寺本腕雅は西寧から青海～都蘭を通りナクチューからラサに

入り、シガツェからシッキムヘ出た（『蔵蒙日記』寺本椀雅著横地祥原

編芙蓉書房)。

※1905～1906年、C･D･ブルースとW･T･レイヤードはレーからアクサイチ

ン高原を越え、タクラマカン砂漠から蘭州～北京へと出た。

※1905～1907年、アルベルト・ターフエルは黄河源流～ツアイダム～東

チベット（カム）の探検をした。

※1907年、コズロフ等は青海～ツァイダムの探検をした。

※1917～1921年、A･デヴイッド・ニールは北京から西安～蘭州～西寧～

タール寺～青海湖付近の旅をした。
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※1921～1922年、イギリスのジョージ･ペレイラはアムネマチンに接近

し、青海からラサに入りカルカッタに出た。

※1922～1923年、A･デヴイッド・ニールはジェクンドからメコンとサル

ウイン川の間を南のリウォチェなどを往復した後、ザーリン湖、タール

寺の北部を探検した。

※1925～1928年、G･N･レーリヒと夫人それに長男が中央アジア、モンゴ

ル、チベットを探検した。スリナガール～和田（ホータン）～カシュガル

～ウルムチを経てソ連領に入り、モンゴルへ抜け、南下してナクチューー

から西へ迂回し、テインリーシュカエルーカンパ・ゾンからダージリン

ヘと探査した。

※1925～1933年、I･スミノフはソ連から亡命し、新彊～ウルムチ～タリ

ム盆地～青海～ツァイダム盆地を放浪し、1933年に天津に辿り着いた。

※1926年、1922年から12年間雲南、カムの山地に滞在していたJ･F･ロッ

クはアムネマチンの探検をした。

※1927年、ロシアのニコライ・レーーリヒはツァイダムからタンラ峠を越

え、ナクチューから西方を大迂回してダージリンに抜けた。

※デヴィッド・ニールは青海湖～東チベット～ブータンを歩いた。

※1930年代にロシアのステフアン・イワノヴイッチ・スミノフはテンリ・

ノール付近に達したと云われているが、詳細は不明。

※1934年、アメリカのハリソン・フオーーマンはW･E

ヴァスが殺害された後1人で北東チベットを歩き、

探った。

シンプソンとL･ホー‐

アムネマチン山群を

※1934～1935年、ブルック・ドウラン、エルンスト．シェーファーは東チ
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ベットを成都から探検し、タチェンルーーバタンージェクンドから黄河

と長江の源流周辺を歩いた。

※1935～1937年、W･フイルフナーは蘭州～青海湖～ツァイダムを越え、

新彊～カラコルム峠～デブサン高原～サセル峠～レーに至った。

※1942～1943年、レオ・トルストイの孫イルヤ・トルストイとアメリカ軍

人のブルーク・ドランは軍事物資輸送ルートの調査の帰路にラテイン・

ゴンパーケマ・ゴンパージェクンド～青海湖から蘭州へ出た。

※1943～1945年、木村肥佐生はモンゴル僧ダワサンボーとしてモンゴル

の中公旗から青海～ラサヘ向かった(1944年2月タール寺を出発し、香日

徳(現尚格＝シャン）～巴隆（バロン）～ブルハンブッダ山脈越え～タンラ

峠～ラサ）。

（『チベット潜行十年』木村肥佐生著毎日新聞社、『チベット偽装の十

年』木村肥佐生著スコット・ペリー編三浦順子訳中央公論社）

※1943～1945年、西川一三はモンゴル僧ロブサンサンボーとしてモンコ

ルの中公旗から青海～ラサヘ向かった（1945年2月西寧のタール寺を出発

し、シャンーハロン～ブルハンブッダ山脈越え～タンラ峠～ラサ）。

（『秘境西域八年の潜行;上、下、別巻～秘境チベットを歩く』西川一三

箸芙蓉書房）

※1946～1947年、フランスのアンドレ・ミゴはハノイから空路昆明に入

り成都からラサを目指したが紅軍に捕まり、バヤンカラ山脈を越えて青

海のタンガル～青海湖～西寧～北京へ引き返した。

※1949年、レオナルド・クラークは西寧から青海に入りアムネマチンを

探検、その高度を9041mと測量した。著書｢謎の山アムネマチン」は有名。

文責寺沢玲子
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<今回の遠征でよく使った中匡毘実用轌吾〉

ﾒｲﾊｵ

没好

ﾊｵﾁー

好吃 だめですとてもおいしい

ﾁー ｵﾗ

吃包了

ｲーﾃｨｱﾙ

一旬L

ｼｬｵｼﾝｨｱﾙ
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ｼﾝｸーﾗ

辛苦了

ﾐﾝｨ

明白

ンエソエ

誹闘
ｰｼｪプｰﾁ

不謝不客気

ｫ

走肥

ありがとうお腹がいっぱいです

どういたしまして少し

出発しましょう気を付けてください

”
榊
一
榊
禧
一
岬
桝
一
伸
讓
一
銅
唾
榊
緬

休みましょうごくろうさま
1

1

いりませんわかりました

ﾐーﾝｨ

不明白 疲れましたわかりません

ﾒｲｳｪﾝﾃｨ

没問題

ﾊーｫ

不好

ﾒｲｸｧﾝｼー

没関係

ﾄｩｲﾁｨ

対不起

ﾛﾝﾛﾝ

冷不冷

大丈夫です、OKです 1司じです

良くないです、悪い お茶をどうぞ

気にしないで トイレ

ﾎｪｲﾗｲﾗ

回来了申し訳ありません ただいま

ﾐﾝﾃｨｴﾝｪﾝ

明天見寒いですか またあした

＝＝、

巴

評
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「ヒマラヤ」264号

PEOPLE
1977年7月当時21才のファンは、ソビエトとの

国境に管える天山山脈の最高峰トムールの山中に

いた。トムールはソビエト側で1943年に発見測量

され、戦時中だったこともあり「勝利の峰・ポペ

ーダ」と命名された。1956年8月30日ソビエト隊

によって初登頂されたが、その後も雪崩のため多

くの死者を出している難峰であった。

中国名のトムールはウイグル語で「鉄の山」の

意味であると云う。中国は1977年6月、国家体育

連動委員会、「ハ・－」登山隊、チベット登山隊

の合同チームを結成し、張俊岩が隊長となりトム

ールに入った。21才のファンはこのチームの一員

に選ばれ、曽曙生（現中国登山協会常務副主席）

の指揮下に配属された。

登山隊は暴風雨、寒気、大雪などの困難を克服

し、6つの前進キャンプを設け7月25日、劉大義

ら11名が登頂に成功した。ファンは第2次アタッ

ク隊として27日ファイナル・キャンプ・に入ったが

降り止まない暴風雪のため56時間も閉じ込められ

たが、7月30日トムールの頂上に立った。

この時に頂上に立てられた測旗によって測量が

行われトムールの標高は「7443.8m」と算出さ

れたのである。

ファンは西安に生れたが、10才の時に青海に移

った。1972年6月中学を卒業して小学校の教師を

1年経験した後、1974年9月に中国登山隊に入り

登山の生活が始った。

75年にはチョモランマ隊に参加、翌年ボコタで

の技術訓練の後、前述したトムール隊に参加して

登頂に成功した。78年にはイランとの合同チョモ

ランマ隊の訓練に参加。79年中国登山隊を離れて

青海登山協会に配属となった。

80年から85年までは、登山協会の様々な仕事に

従事。対外開放する山々の偵察、外国登山隊の受

入れ、又、登山隊に随行する連絡官などを経験。

85年から88年まで武漢体育学院で主に｢体育理」

を学ぶ。卒業後は再び古巣の登山協会に勤務。89

年から90年にかけては、折から中国にブームを呼

んだ岩登り競技会に出るようになり、女子の部門

MrS.FANYONGNING

で連続して5位になった。

91年からは青海登山協会理事、国際体育旅行社

外連部経理などの職に就き、外国からの賓客の接

待などを担当していたが、92年には青海登山協会

登山隊隊長になった。

トムール以来暫く高峰の山頂に立つ機会がなか

ったが、92年夏には玉珠峰で開かれた「国際キャ

ンプ」で、玉珠峰の近くにある5,758m峰に登る

ことができた。

91年11月から12月にかけて長野、山形、東京を

訪問し、多くの日本の登山者と友好を深めた。

7月23日から8月10日までの19日間ファン女史

と共に過した。ガッシリとした体格からは想像も

できないほど、かろやかな身のこなしで我々6人

を接待してくれた。玉珠峰のBCでは宴会が終る

と、「マッサージの勉強をしている」とのことで、

隊員の体を撰んでくれた。このマッサージのお世

話になった脇田、太田が登頂者になったので、下

山後皆で大笑いしたものだった。

肺水腫になって街へ降りた得田にも微に入り細

に入り気をつかってくれた。かく云う私もBCを

去る日から歯痛に悩まされた折にはお世話になっ

た。

青海の自然を生かした様々なアウトドアーを誘

致し、日中友好を進めたいと話す。ダンスもカラ

オケもこなす一女の母親である。

ファン・ヨンニン（葵永寧）

青海省登山協会・登山隊々長
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青海日報1994年8月8日

釦

QINGHAIRIBAO

』｡.》

I

女
子
朕
合
登
山
臥
征
服
玉
虚
峰

青
海
省
登
山
協
会
和
日
本
喜
島
拉
雅
協
会

西宇紙(通iR員祁海平焚永宇）青海
省登山祢会和日本喜呈拉雅跡会共同狙成的

中日安子玉虚峰咲合登山阯ダ7月14日12Hri
20分成功地登上了海抜5933米的玉虚峰頂

峰。迭是我省第一次由全部女性姐臥的登山

活劫｡

中日女子朕合登山叺干7月3日M西〒出

没；途径黒号河、都竺、格永木，前件張昨

峰山区。径泣几天的途中造血Vll妹，朕合登

山臥7月10日晩8吋30分到述玉虚峰大本営。

14日在中方臥快奨永宇的帯緬下，姪泣
6↑多小吋的共同畜故，手当日中午12吋20
分朕合登山叺全体臥員和1名翻樺，突宙登
碩成功。

日本喜皇拉雅協会曾多次来我省逃行登
山活劫,4次撃登我省最高螺一一釿青峰(海
抜6860米).継1992年登頂成功后,又派叺征
服了6179米的玉珠峰。咳会自1967年創建以

来。和許多国家共同遊行了登山､探膣等,汗

展了一系列体育文化活劫。1985年首次姐成
中日女子朕合登山叺,華登泣新躯境内的一

座元名山峰｡,吋隔9年又一支中日女子咲合

登山叺，以

"1~l勇敢、

逃取、頑狸

併傅的精

神,征服自

然，巍巍昆｜

も山中再現，
中日姐女的，

英姿。
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|上海道新聞1994if7128日

【
苫
小
牧
、
士
別
】
道
内
の

女
性
ア
マ
チ
ュ
ア
登
山
家
二
人

を
含
む
日
中
友
好
女
性
合
同
登

山
隊
（
葵
永
寧
。
総
隊
長
）
が
、

こ
の
ほ
ど
中
国
青
海
省
の
罠
需

女
性
隊
が
玉
虚
峰
制
覇

》
日
中
合
同
道
内
の
２
人
も
参
加

山
脈
東
部
に
あ
る
玉
虚
（
ユ
イ

シ
ュ
）
峰
（
標
高
五
、
九
三
三

燭
）
の
登
頂
に
成
功
し
た
。
中

国
人
以
外
の
登
頂
は
初
め
て
。

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
が
昨

雫虚峰山頂で登頂を喜ぶ登山隊。右側4人が中国隊メ

ンバー。左から2人目が市川春代さん＝7月14日正午

すぎ、辻野治子さん撮影

1

夏
、
玉
虚
峰
の
姉
妹
峰
に
あ
た

る
玉
珠
（
ユ
イ
チ
ュ
）
峰
（
六
、

一
七
九
屑
）
に
登
頂
し
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
地
元
の
青
海
省
登
山

協
会
が
日
中
親
善
登
山
を
呼
び

か
け
、
合
同
隊
が
結
成
さ
れ
た
。

日
本
か
ら
は
苫
小
牧
市
内
の

保
母
、
市
川
春
代
さ
ん
（
四
四
）
と

士
別
市
内
の
主
婦
、
辻
野
治
子

さ
ん
（
二
一
七
）
ら
同
協
会
の
女
性
四

人
が
参
加
。
中
国
か
ら
奨
総
隊

長
（
二
一
七
）
ら
女
性
三
人
の
ほ
か
、

網
走
管
内
で
酪
農
研
修
の
経
験

を
持
つ
通
訳
の
王
埼
さ
ん
（
二
一
○
）

ら
男
性
四
人
が
同
行
し
た
。

日
本
隊
の
四
人
は
六
月
三
十

日
に
日
本
を
た
ち
、
青
海
省
の

省
都
、
西
寧
で
中
国
隊
と
合
流
。

標
高
約
五
、
○
○
○
届
地
点
に

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
、
七

月
十
四
日
午
前
六
時
す
ぎ
、
女

性
隊
員
七
人
と
王
さ
ん
が
出

発
、
同
日
正
午
す
ぎ
、
雪
に
覆

わ
れ
た
山
頂
に
立
っ
た
。

見
事
な
晴
天
に
恵
ま
れ
て
、

ど
こ
ま
で
も
続
く
雄
大
な
罠
需

山
脈
を
眺
め
な
が
ら
「
ま
た
、

こ
の
山
の
ど
れ
か
を
目
指
そ

う
」
と
再
会
を
約
束
し
た
と
い

と
再
会
を
約
束
し
た
と
い

う
。

四
人
は
二
十
四
日
に
帰

国
。
辻
野
さ
ん
は
「
北
海

道
弁
を
交
え
た
王
さ
ん
の

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
通
訳

の
お
か
げ
で
、
す
っ
か
り

打
ち
解
け
あ
え
ま
し
た
」
．

市
川
さ
ん
も
「
山
頂
で
地

球
の
広
さ
に
た
だ
圧
倒
さ

れ
た
。
蘂
さ
ん
と
王
さ
ん

を
日
本
に
招
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
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七
月
十
四
日
午
後
零
時
二
十
分
、
七
人
の
日
中
女
性
と

通
訳
の
計
八
人
が
玉
虚
峰
（
五
、
九
三
三
牌
）
の
頂
上
に

立
っ
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
に
比
べ
る
と
ス
ケ
ー
ル
も
小

さ
く
、
そ
の
上
、
未
踏
の
は
ず
の
山
頂
で
は
鉄
塔
の
出
迎

え
を
受
け
は
し
た
が
、
や
は
り
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
れ
が
日
本
側
の
隊
員
だ
け
だ
っ
た
な
ら
、
感
激
も
半
減

し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
風
俗
も
習
慣
も
話
す
言
語
も
、
そ
し

て
登
山
観
も
異
な
る
彼
女
た
ち
と
共
に
立
っ
た
頂
上
だ
か

．
ら
こ
そ
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
・

玉
虚
峰
ｌ
日
本
語
的
に
は
で
あ
る
や
現
在
で
も
玉
虚
峰

少
な
か
ら
ず
奇
妙
な
響
き
の
の
北
山
ろ
く
に
は
道
教
ゆ
か

こ
の
峰
は
、
青
海
省
と
チ
ベ
・
り
の
岩
画
や
遺
跡
が
残
さ
れ

ツ
ト
の
ラ
サ
を
結
ぶ
青
蔵
公
て
い
る
。

一
路
上
、
罠
高
山
峠
の
西
側
に
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
西

位
置
し
て
お
り
、
そ
の
昔
、
王
母
伝
説
の
地
で
も
あ
り
、

道
教
皇
唐
派
の
発
祥
し
た
地
西
王
母
が
諸
神
を
招
請
し
、

マ

甑
麓

”

日
中
女
性
登
山
隊
登
頂
記

を抄
■『

税蛆

東奥日報1994.8.9

姜
子
牙
・
済
公
仏
が
こ
の
地

で
修
行
を
積
ん
だ
と
さ
れ
て

い
る
。
い
わ
ば
毘
畜
伝
説
の

中
心
地
で
あ
る
。

そ
の
た
め
か
、
東
西
約
二

千
五
百
キ
ロ
に
及
ぶ
世
界
一
・
古

●
律
●
●
■
甲
一
口
●
●
■
曲
。
ｑ
も
ｒ
Ｉ
■
●
●
■
●
■
』
Ｂ
■
●
■
■
■
叩
■
由
ご
■
け
り
■
凸
●
凸
凸

ザ

女
神
思
わ
せ
る
山
容

寺沢玲子

○○1

い
山
脈
と
い
わ
れ
る
長
大
な

真
畜
山
脈
の
中
に
お
い
て

も
、
こ
の
一
帯
が
最
も
神
聖

な
地
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

峠
を
隔
て
た
東
側
に
は
、

玉
虚
峰
の
姉
峰
と
い
わ
れ
る

玉
珠
峰
（
六
、
《
一
七
九
届
）

が
美
し
い
山
容
を
見
せ
て
い

る
。

伝
説
に
よ
る
と
蕊
玉
帝
の

二
人
の
妹
神
玉
珠
と
玉
虚
が

帝
の
目
を
盗
ん
で
は
地
上
に

降
り
、
近
く
の
池
で
沐
浴
（
も

八
て
ら
さ
わ
・
・
れ
い
こ
《
・
昭

和
妬
年
８
月
鯛
日
生
ま
れ
。

野
辺
地
町
出
身
登
山
家
。

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
会
員
。
《

独
協
大
学
入
学
後
か
ら
本
格玉虚峰]頁_上に立つ日中隊員(左から2人目が寺沢さん）

く
よ
く
）
を
楽
し
ん
で
い
た

が
、
あ
る
時
帝
の
知
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
二
人
は
永
遠
に

地
上
に
降
ろ
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
二

人
の
地
上
で
の
す
み
か
と
な

っ
た
の
が
、
玉
珠
峰
と
玉
虚

》
・
…
．
．
“
・
峰
で
あ
る
と
い

い
一
つ
。

”
こ
の
伝
説
を
裏

唖
付
け
る
か
の
よ
う

”
・
に
、
公
路
か
ら
望

む
玉
虚
峰
は
、
ま
る
で
貴
品

あ
ふ
れ
る
女
神
の
寝
姿
を
思

わ
せ
る
白
き
た
お
や
か
な
山

容
を
し
て
い
る
。

話
を
現
実
に
戻
そ
う
。
玉

珠
峰
に
は
一
九
八
五
年
、
日

本
山
岳
会
隊
が
登
頂
し
て
い

る
。
当
時
は
カ
カ
サ
イ
ジ
モ

ン
力
峰
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ

の
峰
も
未
踏
峰
と
の
発
表
で

的
に
登
山
を
始
め
る
に
昭
和

弱
年
春
へ
勘
．
ネ
パ
ー
ル
の
イ
ム

ジ
ャ
・
ツ
ェ
（
６
１
６
９
脚
）

遠
征
を
皮
切
り
に
７
度
の
海

外
登
山
を
経
験
。
今
回
は
日

中
友
好
を
目
的
と
し
た
女
性

合
同
登
山
隊
の
日
本
側
隊
長

と
し
て
中
国
青
海
省
の
玉
虚

（
ユ
イ
シ
ュ
）
峰
Ⅱ
５
９
３

３
牌
Ⅱ
登
頂
に
成
功
し
た
Ｖ

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
ら
苞
今
回
の
わ
れ
わ
れ
同

様
、
鉄
塔
の
歓
迎
を
受
け
て

い
る
。一

九
九
三
年
夏
ま
で
は
、

玉
珠
峰
と
カ
カ
サ
イ
ジ
モ
ン

力
は
同
一
の
峰
で
あ
る
、
と

の
見
解
を
示
し
て
い
た
青
海

省
登
山
協
会
で
は
、
今
夏
一

転
し
て
同
山
群
中
の
異
な
る

峰
で
あ
る
と
発
表
し
て
い
る

が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で

な
い
。ま
た
、
玉
珠
峰
周
辺
に
は

手
ご
ろ
な
峰
が
多
い
た
め
、

一
昨
年
か
ら
国
際
キ
ャ
ン
プ

形
式
で
の
登
山
が
行
わ
れ
て

お
り
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
の
登
山
者
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
今
夏
わ

れ
わ
れ
の
仲
間
も
登
山
中
で

あ
る
。
》
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六
月
三
十
日
、
四
時
間
の

空
の
旅
で
北
京
に
善
く
。
数

年
前
と
比
べ
る
と
、
道
路
は

整
備
さ
れ
、
ピ
ル
群
も
そ
の

数
を
増
し
て
い
る
が
、
一
歩

裏
通
り
へ
入
る
と
相
変
わ
ら

ず
の
下
町
風
景
が
あ
る
。
そ

ん
な
中
で
、
何
よ
り
変
化
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
華

や
か
に
な
っ
た
女
性
の
服
装

と
通
り
に
限
ら
ず
百
貨
店
の

踊
り
場
に
ま
で
陣
取
っ
て
い

る
物
ご
い
の
出
現
で
あ
る
。

翌
日
、
西
寧
へ
の
フ
ラ
イ

ト
は
な
ぜ
か
蘭
州
へ
と
変
更

と
な
り
、
ジ
ー
プ
型
の
車
で

青
海
省
の
省
都
西
寧
の
ホ
テ

ル
に
到
巷
し
た
の
は
日
付
の

変
わ
っ
た
午
前
三
時
一
二
十
分

過
ぎ
で
あ
っ
た
。
い
よ
い
よ

青
海
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ

る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ

る
。“

教
科
書
的
に
な
る
が
、
先

に
少
し
青
海
省
の
概
要
を
述

べ
て
み
た
い
。

青
海
省
は
チ
ベ
ッ
ト
高
原

東
縁
部
を
占
め
、
総
面
積
は

七
士
一
万
平
方
欲
余
り
。
実

に
日
本
の
約
二
・
五
倍
に
及

ぶ
。
一
九
九
二
年
現
在
の
総

人
口
は
四
百
六
十
一
万
人
丹

東奥日報1994.8.10

そ
の
う
ち
チ
ベ
ッ
ト
族
、
回

族
、
ト
ウ
リ
ャ
族
、
サ
ラ
族
、

モ
ン
ゴ
ル
族
が
四
二
．
一
％

を
占
め
て
お
り
、
中
国
国
内

DB●■B■gfUGee■U■白け■gUqq●■■●凸■■DPC｡■ppd？■､｡■e●ODBrBBQq
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■ ｜菫
伺

封
‐
。
．
毎
‐
・
‐
‐ 海暮添 開

放
遅
れ
た
〃
秘
境
″

寺沢玲子

○○2

で
最
も
多
民
族
か
居
住
し
て

い
る
地
で
あ
る
。

中
国
二
大
河
流
の
黄
河
、

長
江
（
揚
子
江
）
の
水
源
地

で
も
あ
り
、
．
中
国
最
大
の
塩

湖
・
批
把
湖
の
六
倍
の
大
き

さ
を
誇
る
青
海
湖
（
コ
コ
ノ

ー
ル
）
が
あ
る
。
省
の
名
は

こ
の
湖
に
ち
な
ん
で
い
る
と

い
う
。

「
世
界
の
秘
境
」
と
三
わ
れ

る
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
一
部

が
、
外
国
人
に
開
放
さ
れ
た

の
が
一
九
七
九
年
な
の
に
比

べ
る
と
、
．
青
海
省
の
開
放
は

一
九
八
一
年
。
対
外
開
放
政

策
を
進
め
て
い
た
中
国
で
一

番
最
後
ま
で
開
放
さ
れ
な
か

っ
た
の
が
、
こ
の
青
海
省
で

あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
中

国
奥
地
の
中
で
最
も
入
域
し

に
く
い
地
で
あ
っ
た
ろ
う
。

はるかに広がる青海湖。青海省の名はこの湖にちなむ

そ
れ
で
も
わ
れ
わ
れ
ヒ
マ

ラ
ヤ
に
あ
こ
が
れ
る
者
に
と

っ
て
は
「
青
海
」
の
呼
称
は

な
じ
み
が
あ
る
。
軍
の
諜
報

（
ち
よ
う
ほ
う
）
活
動
と
は

い
え
、
青
海
か
ら
チ
ベ
ッ
ト

へ
と
足
跡
を
残
し
て
い
る
日

本
人
が
、
二
十
世
紀
初
頭
か

ら
中
ご
ろ
に
か
け
て
三
人
ほ

ど
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
の
一
人
、
第
二
次

．
・
・
・
・
・
・
↑
・
・
・
が
大
戦
末
期
に
特

恥
務
機
関
員
と
し

》
て
ラ
マ
僧
を
装

秤
い
、
青
海
か
ら

”
チ
ベ
ッ
ト
、
さ

ら
に
イ
ン
ド
へ
と
放
浪
し
た

西
川
一
三
氏
の
行
動
記
録

「
秘
境
西
域
八
年
の
潜
行
」

は
、
大
学
生
当
時
、
手
に
汗

を
握
り
な
が
ら
読
ん
だ
も
の

で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
一
一
十
年
余
り

後
、
い
か
に
交
通
機
関
が
発

達
し
世
界
の
距
離
が
縮
ん
だ

と
は
い
え
、
自
ら
が
か
の
地

の
一
角
に
足
を
踏
み
入
れ
、

ま
し
て
山
の
頂
を
目
指
す
こ

と
に
な
ろ
う
と
は
思
い
も
し

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

当
時
、
西
川
氏
が
生
命
の

危
険
を
賭
．
（
と
）
し
て
通
り

抜
け
た
青
海
に
、
わ
れ
わ
れ

は
何
の
苦
も
な
く
訪
れ
て
い

る
。
余
談
な
が
ら
、
西
川
氏

は
現
在
盛
岡
に
健
在
で
お
ら

れ
る
。
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準
備
を
整
え
、
七
月
三
日

西
寧
を
後
に
車
で
の
千
欲
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
ス
タ
ー
ト
す

る
。
困
っ
た
こ
と
に
夜
は
九

時
に
な
っ
て
も
明
る
い
し
、

午
前
六
時
に
は
す
っ
か
り
夜

が
明
け
て
し
ま
う
の
で
、
皆

寝
不
足
気
味
で
あ
る
。
し
か

も
、
既
に
標
高
は
二
、
○
○

○
牌
を
超
え
て
お
り
、
高
度

は
こ
れ
か
ら
上
が
る
一
方
だ

し
、
さ
ら
に
西
へ
八
百
よ
近

く
移
動
す
る
わ
け
で
あ
る
。

一
抹
の
不
安
が
よ
ぎ
る
。

青
蔵
公
路
と
旧
人
吐
藩
道

を
分
け
る
日
月
山
峠
（
三
、

ぐ

〃

〃

溺識"日
中
女
性
登
山
隊
登
頂
記

五
二
○
脚
）
で
は
、
既
に
軽

い
頭
痛
を
訴
え
る
者
も
出
て

き
た
。七
世
紀
へ
唐
の
皇
女
文
成

公
主
は
チ
ベ
ッ
ト
へ
嫁
ぐ

が
、
そ
の
折
、
故
郷
へ
の
未

練
を
断
ち
切
っ
た
地
が
こ
の

日
月
山
峠
で
、
峠
に
は
文
成

公
主
を
記
念
す
る
堂
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。

峠
を
境
に
旧
入
吐
藩
道
方

面
は
緑
の
な
い
殺
伐
と
し
た

砂
漠
に
変
わ
る
。
《
時
代
と
は

い
え
、
故
国
の
た
め
、
ゞ
若
干

十
八
歳
の
皇
女
が
こ
の
峠
に

立
っ
た
時
の
胸
の
内
は
い
か 橇東奥日報1994.8.11

ば
か
り
だ
っ
た
か
、
察
す
る

に
は
余
り
あ
る
。

峠
を
後
に
進
む
と
へ
間
も

■
Ｐ
●
⑪
■
写
■
守
凸
■
●
凸
●
■
■
■
凸
●
白
白
凸
●
●
旬
■
申
今
■
年
■
■
■
●
■
●
色
①
曲
凸
●
■
。
■

0■令ﾛ■■■●G9gdg■■｡■OBBQ■gp■8

頭
痛
の
悩
み
消
え
る

寺沢玲子

○○3

な
く
海
の
よ
う
な
青
海
湖
が
間
青
海
省
の
民
謡
と
息
わ

見
え
て
く
る
。
標
高
二
二
．
れ
て
い
た
が
、
、
数
年
前
に
王

○
○
厨
に
あ
る
こ
の
湖
の
南
某
氏
の
作
で
あ
る
こ
と
が
判

側
は
、
気
持
ち
の
良
い
草
原
・
‘
明
し
た
。
王
氏
は
現
在
ア
メ

と
な
っ
て
お
り
、
ヤ
ク
や
ヤ
・
リ
カ
に
在
住
し
て
い
る
が
、

ギ
た
ち
が
の
ん
び
り
と
草
を
こ
の
詩
は
青
海
湖
を
訪
れ
た

は
ん
で
い
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
。
．
際
に
一
人
の
少
女
と
遭
遇

に
見
ら
れ
る
。
・
し
、
少
女
に
若
か
り
し
こ
ろ

そ
う
い
え
ば
日
本
で
も
有
の
亡
き
妻
の
面
影
を
見
い
だ

名
な
「
草
原
情
歌
」
は
長
い
し
て
作
ら
れ
た
の
だ
と
い

■
年
旬
■
●
⑪
む
ら
●
守
■
。
●
●
甲
■
①
凸
凸
●
●
●
■
■
色
白
。
●
■
凸
■
■
旬
②
■
■
』
■
■
句
■
苧
■
■
■
Ｕ
ｑ
Ｕ
Ｑ
■
●
■
与
早
叩
■
甲
。
●
●
●
口
寺
甲
■
■
●
●
■
●
■
“
凸
●
■
由
●
■
■
■
■
■
寺
■
叩
争
印
■
■
早
■
●
●
●
凸
■
。

鐘

蕊§鑿雲蕊畠謹謹 謹篝

日月山峠に立つ文｡戎公主記念の堂

一
う
あ
地
で
頁
に
す
る
章

原
情
歌
」
は
、
。
し
っ
と
り
と

胸
に
響
く
。

素
晴
ら
し
い
景
観
を
楽
し

ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
な

い
。
登
山
期
間
の
短
い
わ
れ

わ
れ
は
、
山
の
高
さ
の
割
に

標
高
の
高
い
く
Ｉ
ス
キ
ャ
ン

プ
ヘ
入
る
ま
で
に
蕊
順
応
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

・
・
・
：
．
．
…
・
・
碑
の
大
き
な
課
題

咄
が
あ
る
。
そ
こ

》
で
黒
馬
河
周
辺

丹
で
四
、
○
○
○

妬
牌
の
高
さ
に
順

応
す
べ
く
、
四
泊
の
テ
ン
ト

生
活
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

前
年
夏
に
周
辺
を
通
っ
て

い
る
知
人
の
話
で
は
、
花
は

美
し
く
水
も
豊
富
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
資
金
力
の

な
い
わ
れ
わ
れ
は
い
く
ら
か

で
も
航
空
料
金
の
安
い
う
ち

に
と
、
四
週
間
も
計
画
を
繰

り
上
げ
た
た
め
、
花
は
お
ろ

か
全
く
水
が
な
い
ノ
・
』
仕
方

な
く
車
で
片
道
二
十
分
か
け

て
の
水
く
み
を
す
る
こ
と
に

・
し
て
一
件
落
書
と
な
っ
た
。

》
約
三
、
五
○
○
減
で
の
初

日
の
夜
は
、
頭
痛
に
悩
ま
さ

れ
て
眠
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
隊
員
も
い
た
が
、
こ
の

場
所
で
の
順
応
は
や
は
り
成

功
だ
っ
た
よ
う
で
へ
◇
そ
の
後

強
い
高
度
障
害
は
出
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
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七
月
七
日
、
順
応
訓
練
を
側
に
急
に
回
る
と
街
が
近
い

終
え
、
こ
よ
い
の
宿
の
都
閲
‘
ら
し
く
、
水
路
の
両
わ
き
に

を
目
指
す
。
途
中
、
省
内
最
並
木
が
植
え
ら
れ
、
新
彊
の

小
の
塩
湖
茶
芸
で
塩
の
採
集
街
を
思
わ
せ
る
廻
一
少
し
で
も

を
見
学
し
、
塩
の
山
に
登
ら
水
を
確
保
す
る
砂
漠
の
街
の

せ
て
も
ら
う
。
茶
雫
の
西
側
知
恵
な
の
だ
ろ
う
心

か
ら
は
荒
涼
た
る
砂
漠
と
な
．
．
．
洗
面
す
る
水
も
出
ず
ハ
ト

る
が
、
夏
日
蛤
を
過
ぎ
る
と
．
イ
レ
の
水
も
流
れ
な
い
宿
で

荒
野
の
中
の
オ
ア
シ
ス
の
よ
・
：
一
夜
を
過
ご
し
、
省
内
墓
一

議
鵠
慧
霊
盤
蕊

し
か
し
、
水
路
沿
い
の
こ
イ
ダ
ム
盆
地
の
真
っ
た
だ
中

れ
ら
の
畑
の
す
ぐ
向
こ
う
側
を
走
る
こ
と
に
な
る
。

は
完
全
に
砂
漠
化
し
て
お
東
西
八
百
五
十
欲
、
南
北

り
、
い
か
に
不
毛
の
地
な
の
二
百
五
十
欲
に
及
ぶ
こ
の
盆

か
が
う
か
が
え
る
ｐ
道
が
南
地
内
で
は
へ
樹
木
ら
し
い
も

ぐ

〃

日
中
女
性
登
山
隊
登
頂
記

東奥日報1994.8.12

・
・
行
く
手
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
白
い
ゞ
ゆ
ら
め
く
大
煙
突
が
見
え
出
畜
山
峠
わ
き
の
四
千
九
百
脚

の
は
、
点
在
す
る
小
さ
な
街
水
た
ま
り
や
ポ
プ
ラ
並
木
し
た
。
石
油
発
掘
で
も
有
名
の
丘
ま
で
足
を
延
ば
す
。
こ

の
周
辺
を
除
い
て
は
全
く
見
ゞ
が
、
か
げ
ろ
う
の
よ
う
に
揺
聴
な
ゴ
ル
ム
ド
に
、
よ
う
や
く
千
八
百
七
牌
の
ゴ
ル
ム
ド
か

当
た
ら
ず
へ
砂
漠
特
有
の
針
れ
て
い
る
。
し
ん
き
ろ
う
だ
。
・
到
着
し
た
。
・
ら
四
千
七
百
七
十
五
牌
の
峠

の
よ
一
つ
な
葉
を
つ
げ
た
ご
く
最
初
は
騒
い
で
い
た
隊
員
た
・
一
週
間
ぶ
り
に
シ
ャ
ワ
ー
ま
で
車
で
約
三
時
間
。
一
帯

《
》
．
、
・
・
．
・
・
．
、
き
・
・
・
・
言
．
、
胃
：
画
…
．
．
：
、
宅
・
：
．
・
・
・
一
．
．
・
毒
．
・
燈
・
・
・
・
…
・
・
：
・
・
・
・
．
、
．
・
・
雫
．
．
．
．
・
・
・
ず
。
．
．
：
．
ざ
…
↑
．
．
…
・
・
：
．
・
・
：
：
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
：
。
：
：
．
．
：
・
・
・
・
ゞ
：
．
．
・
・
・
：
：
・
・
”
は
か
な
り
良

、
砂
金
が
採
取
で
き

黄
砂
舞
ｌ
揺
れ
る
幻
影
蕾
需

》
。

ｏ
ｆ
・パ

ダ

戸
〆
《
ぬ

■■eF
oqb4

寺 沢玲子

○○4

低
い
灌
（
か
ん
）
木
が
目
に
ち
が
、
。
い
つ
ま
で
も
繰
り
返
を
浴
び
、
心
身
と
も
に
リ
ブ

つ
く
だ
け
で
あ
る
。
さ
れ
る
幻
影
に
慣
れ
て
き
た
レ
ツ
シ
ュ
し
て
登
山
活
動
に

あ
ち
こ
ち
で
小
さ
な
竜
巻
の
か
、
‐
だ
れ
も
何
も
言
わ
な
備
え
る
。
・

や
砂
あ
ら
し
が
黄
色
い
砂
在
く
な
る
。
．
‐
七
月
九
日
、
ベ
ー
ス
キ
ャ

巻
き
上
げ
、
誰
．
流
砂
に
美
し
い
暑
さ
で
い
い
加
減
嫌
に
な
・
ン
プ
（
Ｂ
Ｃ
）
に
近
い
高
度

風
紋
を
見
る
一
』
と
も
あ
る
。
．
｜
る
こ
ろ
、
前
方
に
赤
い
炎
の
．
を
体
験
し
て
お
こ
う
と
、
罠

行
く
手
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
白
い
ゞ
ゆ
ら
め
く
大
煙
突
が
見
え
出
畜
山
峠
わ
き
の
四
千
九
百
牌

水
た
ま
り
や
ポ
プ
ラ
並
木
し
た
。
石
油
発
掘
で
も
有
名
の
丘
ま
で
足
を
延
ば
す
。
二

が
、
か
げ
ろ
う
の
よ
う
に
揺
聴
な
ゴ
ル
ム
ド
に
、
よ
う
や
く
千
八
百
七
牌
の
ゴ
ル
ム
ド
か

れ
て
い
る
。
し
ん
き
ろ
う
だ
。
・
到
着
し
た
。
・
ら
四
千
七
百
七
十
五
牌
の
峠

最
初
は
騒
い
で
い
た
隊
員
た
・
一
・
週
間
ぶ
り
に
シ
ャ
ワ
ー
ま
で
車
で
約
三
時
間
。
一
帯

一
．
．
・
毒
．
・
億
・
・
・
・
…
。
．
：
・
・
・
・
．
、
．
・
・
雫
．
．
．
．
・
・
・
ず
。
．
．
：
．
臂
◆
…
↑
．
．
…
。
．
：
．
．
・
：
：
．
．
．
．
・
・
・
：
・
・
・
：
。
：
：
．
．
：
・
・
・
・
ゞ
：
．
．
・
・
・
：
：
・
・
”
は
か
な
り
良
質
の

》
が
行
き
交
う
。

峠
の
手
前
で
五
体
授
池
を

・
し
て
い
る
女
性
を
抜
い
た
。

る
ネ
パ
ー
ル
や
イ
ン
ド
の
ラ
マ

す
教
寺
院
の
周
辺
で
は
幾
度
と

証
な
く
目
に
し
て
は
い
る
が
、

食
こ
の
よ
う
な
道
端
で
の
そ
れ

雲
は
話
に
は
聞
い
て
い
た
が
、

の
初
め
て
だ
っ
た
。

そ
そ
の
日
の
帰
路
、
さ
ほ
ど

岬
離
れ
て
い
な
い
所
で
再
び
会

い
‐
つ
た
。
聞
く
と
、
何
と
西
寧

姫
・
の
タ
ー
ル
寺
か
ら
一
年
二
力

手
月
か
け
て
こ
こ
ま
で
た
ど
り

左
書
き
、
一
千
嵌
先
の
ラ
サ
ま

山
ｉ
で
五
体
投
地
す
る
の
だ
と
い

の
．
‐
う
。
五
体
抵
地
の
速
度
は
一

唾
日
約
三
故
と
い
わ
れ
て
い

雫
・
る
。
言
葉
を
失
凶
思
わ
ず

茶
合
掌
す
る
わ
れ
わ
れ
に
、
女

性
は
白
い
歯
を
見
せ
て
合
掌

し
返
し
た
。
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七
月
十
日
、
車
で
Ｂ
Ｃ
入

り
。
峠
か
ら
い
っ
た
ん
南
下

し
た
公
路
を
少
し
西
に
走

り
、
そ
こ
か
ら
道
な
き
道
を

北
上
す
る
。

大
平
原
の
あ
ち
こ
ち
に
、

野
生
の
シ
カ
や
ロ
バ
が
群
れ

を
な
し
て
走
り
回
り
、
ナ
キ

ウ
サ
ギ
た
ち
が
穴
か
ら
穴
へ

と
忙
し
く
走
り
移
る
。
花
は

見
か
け
な
い
も
の
の
、
真
に

野
生
の
王
国
で
あ
る
。
野
生

の
ヤ
ク
や
オ
オ
カ
ミ
も
多
い

と
聞
く
。
確
か
に
動
物
の
骨

も
や
た
ら
と
目
立
つ
。

ジ
ワ
ジ
ワ
と
胸
が
熱
く
な
つ
っ
て
い
る
社
会
体
制
も
異
な

し
か
し
、
西
寧
昔
以
来
、
動
け
る
の
で
、
士
一
一
日
に
休
て
き
た
。
厳
し
い
登
は
ん
は
る
者
た
ち
が
、
時
に
は
反
目

夕
方
に
な
る
と
降
り
出
す
雨
養
後
、
十
四
日
Ｂ
Ｃ
か
ら
直
も
ぢ
ろ
ん
充
実
感
に
満
ち
て
‐
し
合
い
な
が
ら
も
お
互
い
壷

の
た
め
、
道
が
ぬ
か
る
み
卜
接
ア
タ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
決
い
て
お
も
し
ろ
い
が
、
ほ
の
思
い
や
り
、
尊
重
し
合
お
う

ラ
ッ
ク
が
す
ぐ
に
は
ま
っ
て
め
る
。
・
ぽ
の
と
温
か
い
登
山
も
悪
く
と
す
る
こ
と
こ
そ
合
同
隊
の

し
ま
う
。
Ｂ
Ｃ
予
定
地
に
善
あ
っ
け
な
い
ほ
ど
ス
ム
ー
は
な
い
な
と
思
え
て
く
る
か
良
さ
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

い
た
の
は
既
に
八
時
を
過
ズ
に
登
山
は
終
わ
っ
た
ｂ
登
ら
不
思
議
で
あ
る
。
元
来
私
は
山
そ
の
も
の
よ

ぎ
、
テ
ン
ト
設
営
中
に
す
っ
山
が
初
め
て
の
中
国
側
二
隊
チ
ベ
ッ
ト
や
カ
ラ
コ
ル
ム
リ
「
人
」
が
好
き
な
の
か
も

か
り
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。
員
も
通
訳
も
山
頂
に
立
つ
よ
り
も
は
る
か
に
遠
い
存
在
・
し
れ
な
い
。
い
つ
も
己
と
全

十
一
日
、
昨
日
の
疲
れ
か
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
ん
に
思
え
て
い
た
青
海
の
地
く
異
な
る
価
値
観
を
抱
い
て

ら
か
、
午
前
十
時
を
過
ぎ
て
．
な
に
も
緊
張
感
も
充
実
感
も
で
、
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
い
る
人
た
杉
と
の
ふ
れ
あ
い

も
だ
れ
も
起
き
な
い
。
昼
過
・
岸
・
・
：
。
．
．
・
・
・
・
・
ず
・
・
．
．
・
・
・
．
．
。
↑
・
・
・
・
◇
：
．
：
一
・
・
．
・
・
．
◇
・
・
・
・
．
…
・
・
・
・
ゞ
・
・
…
・
・
：
言
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
一
・
・
：
．
…
・
・
・
：
．
・
・
．
：
．
・
：
。
：
・
・
・
：
．
．
．
．
．
．
．
・
：
》
。
．
．
．
．
・
・
．
・

ざ
か
ら
山
ろ
く
を
偵
察
し
、
・
曲
・

菫
罎
謹
顎
固
い
き
な
く

ず
胸
熱

い
る
の
と
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
・
一
・

東奥日報1994.8.16

＆
薄
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
も
あ
る
青
海
の
女
性
た
ち
と
生
活
を

の
か
と
自
問
し
た
ほ
ど
で
あ
共
に
で
き
た
こ
と
は
、
私
に

子玲
５
る
。
と
っ
て
は
何
よ
り
の
収
穫
で

○
．
し
か
し
、
こ
こ
に
至
る
経
あ
っ
た
。

識
○
緯
や
中
国
側
隊
員
た
ち
の
害
登
山
事
情
も
技
術
レ
ベ
ル

ぶ
姿
を
見
て
い
る
う
ち
に
《
も
、
ま
た
そ
の
根
底
と
も
な

ジ
ワ
ジ
ワ
と
胸
が
熱
く
な
つ
っ
て
い
る
社
会
体
制
も
異
な

士
一
一
日
に
休
て
き
た
。
厳
し
い
登
は
ん
は
る
者
た
ち
が
、
時
に
は
反
目

Ｈ
Ｂ
Ｃ
か
ら
直
も
ぢ
ろ
ん
充
実
感
に
満
ち
て
‐
し
合
い
な
が
ら
も
お
互
い
を

ン
る
こ
と
に
決
い
て
お
も
し
ろ
い
が
、
ほ
の
思
い
や
り
、
尊
重
し
合
お
う

．
ぽ
の
と
温
か
い
登
山
も
悪
く
と
す
る
こ
と
こ
そ
合
同
隊
の

い
ほ
ど
ス
ム
ｊ
は
な
い
な
と
思
え
て
く
る
か
良
さ
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

侭
わ
っ
た
ｂ
登
ら
不
思
議
で
あ
る
。
元
来
私
は
山
そ
の
も
の
よ

）
中
国
側
二
隊
チ
ベ
ッ
ト
や
カ
ラ
コ
ル
ム
リ
「
人
」
が
好
き
な
の
か
も

山
頂
に
立
つ
よ
り
も
は
る
か
に
遠
い
存
在
・
し
れ
な
い
。
い
つ
も
己
と
全

」
こ
ろ
、
こ
ん
に
思
え
て
い
た
青
海
の
地
く
異
な
る
価
値
観
を
抱
い
て

瘤
も
充
実
感
も
で
、
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
い
る
人
た
杉
と
の
ふ
れ
あ
い

●
凸
■
■
毎
■
●
■
■
や
句
口
中
①
凸
二
①
●
■
■
■
凸
や
ｑ
■
■
画
■
■
●
勺
写
■
■
●
■
■
口
■
垂
■
■
■
■
●
一
■
■
■
■
■
も
●
●
ロ
■
■
■
早
■
■
一
口
①
■
■
■
②
の
②
⑪
●
①
●
■
一
●
■
■
●
■
Ｃ
②
■
』
●
や
■
一
■
●
申
■
②
■
●
■
凸
■
■
■
■
凸
申
②
画
●
■
ザ
■
凸
ロ
守
口
凸
口
占
■
毎
凸
■
■
や

…

が
楽
し
く
思
え
る
。

．
ま
た
再
ぴ
か
の
地
を
訪
れ

る
磯
会
に
恵
ま
れ
る
な
ら

ば
、
今
度
は
山
を
離
れ
て
じ

っ
く
り
と
青
海
の
地
の
空
気

を
吸
っ
て
み
た
い
。

私
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
友

好
登
山
は
終
わ
っ
た
が
、
彼

女
た
ち
と
の
間
に
一
本
の
き

ず
な
が
で
き
た
。
日
本
側
隊

員
た
ち
の
間
で
は
、
今
度
は

日
本
に
招
い
て
合
同
登
山

を
、
と
の
計
画
も
出
て
い
る
。

民
間
レ
ベ
ル
の
さ
さ
や
か

な
友
好
・
親
善
で
あ
る
が
、

こ
の
灯
を
細
々
と
で
も
伝
え

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

〃
・
・
・
↑
・
訓
（
日
中
女
性
登
山

》
隊
・
日
本
側
隊
長

神
Ⅱ
野
辺
地
町
出

・
心
身
旦

合
一
・
口
。

Ⅱ
柊
わ
り
Ⅱ

ベースキャンプ近くで拾っ
た獣骨。あちこちにある
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CIWESE-JAPANESELAPmgJOnJTEJmEDZTYONil994

REKO'IERASAWA

T灌hM,aW,鶚鰯開血:｡患ふげ｡Whda:
roundtheKunLunpass.TheladiesjomtexpeditionforYushu

(5933m)wasofferedtousbytheQinghaiMountameermg
Associationlastsummer.Weweremformedthatourobject

wasanunclimbedPeakbecauseitisoneofthemostsacred
mountains・ItissituatedonwestsideofKunLunpass(4775m)

locatedontheQmg-ZanghighwaylinkmgXmmg,theProvincial
caPitalofQmghai,toLhasamTibet.Thelegendsaysthat
theemperormheavenmadehistwoyoungersiStersnamed
YuchU(orYuzhu)andYushu(orYuxu)liveontheearth

permanentlybecausehefoundthattheyhadenjoyedtaking
al)athatthelakenearKunLunpasssecretly・PrincesS

YuchuwasmadetohveonYuchu(6179m)andprincess
Yushu,onYushu(5933m).

On30Junel994,fourJaPanesemembersleftbyairand

reachedBeijingthesameday.ThenextdaywenewtoLanzhou
andh､omtherewecalTiedontoXiningbycar.Wejomed

theChinesemembersandstaffmXining@andgotreadyfor
ourexpedition.

On3July,weleftXiningandstayedatHeimaheionthe
southsideoflakeQmghai,forfourdaystoacclimatiseto
thehighaltitude.AftertheacclimatisationatHeimahei,we
amvedatGolmudmthefamousQaidambasm.

OnthelOth,wecrossedtheKunLunpassandwentby

jeeptowardstheplacepre-arrangedasourbasecampsituated
onaroughplam.Hordesofwilddonkeys,chnues(scientific
name=pantholopshodgsom),somekindsofgumeapigsand
othersweremnningabout・ItissaidthatonecanseewoIves
andwndyaksheretoo.､Wereachedandestablishedourbase
campafttr8p.m.

Onthellthandl2th,wereconnoiteredthesouthside

ofourpeakandcheckedourroute・AfterreStmgonthe
13th,wetxiedtoattackthesummithomourbasecamp

directlyonthel4th.Westartedh･omthebasecampat6.00a.m.
andreachedthesummitat12.20p.m.Anmemberscould
standonthesummitbecauseofthegentlesnowslopes,m

spiteofitbeingthefirstexperienceinmouniameeringfor
twoChinesemembersandthemterpreter.

Weweresurprisedtoseeatriangularirontower,3mhigh,
waitmgforusonthesummit1Allofusthoughtwehad
imagmedit,butitwasthere.Aftertheexpedition,Iasked
thepresidentofQinghaiMountameenngAssociationaboutthis
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fact,buthewasalsosurprisedtohearourreport・Inl985'

oneofIheJapaneseAlpmeClubteamswassenttoYuchU
(canedKakasaizmlongka6179m)fortheirClub's:80th
anmveISary.Theywerei㎡oImedthatYuchuwasanunclimbe4
peakatthattime・Buttheywerealsowelcomedbythesamd
typeofinangularirontowerwhentheyreachedthesummitル

Bytheway,theQmghaiMountameermgAssociation'ho!"
hlternationalMountameeringCampsroundtheYuchumouIl鈍り’
range.'IWpHAJteamsinl9931edbyK.Yamamori'"
ml9941edbySakaisucceededmclimbmgYuchu.

MountameermgmChinahas:openedupsmcel980.Atfirst，
onlyeightpeakswerepermitted,butyearafteryearmOre
peakshavebeenopened.Butitisdifficulttograspthewhole
mountaineeringscenemChinaduetotheirpohticaland.Social
situation.Itissaidthatsuchtriangularirontowerswere

constmctedbytheanmyforsurveymg.

Thoughweregrettedthefactthatthisuncnmbedpeakhad
mfactbeenclimbed,wewereverygladtomakemanygood
hiends.

Members:FanYongNmg(Mrs),OveraUleader,Chinese
members:WenYmgZian(Miss),MaZhanFeng(Miss),Qi
Wang(Mr)mterpreter,ReikoTerasawa(M1s)Japaneseleader,
Japanesemembers:SachikoSawada(Mrs),HamyolchikaWa
(Ms),HarukoTsujmo(Mrs).

Summary:TheascentofYushu(5933m)bythe
Chinese-Japaneseladiesteamonl4Julyl994・Thepeakis
locatedneartheKunLunpass.
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乙勇､拐易ブフ心、ナとナごし、ブとナラ．々

－団体一

㈱ICI石井スポーツ新ハイキング社

㈱ティ・エッチアイ美唄岳友会

わらじの仲間HAJムスターグ・アダ登山隊1994

㈱アルテリア㈱ICI石井スボー1

㈱秀岳荘㈱ティ．エッチァ

室蘭岳友会わらじの仲間HAJ

ブリストル・マイヤーズ・スクイブ㈱

一個人一

阿部淳

泉田渭幸

大久保博

金子珠実

小林剛

白沢真弓

田村正勝

難波治雄

堀江昭子

南功－

若林洋子

彦
二
恵
子
里
治
郎
子

敞
健
厚
佳
信
愛
健
弘
能
裕

天城

江尻

小倉

亀田

小林

菅原

辻野

芳賀

増田

宮川

渡辺

天城素子

大野邦晴

尾崎壮太郎

木下祥子

佐々木千恵

関根幸次

寺沢善信

日南長二郎

松舘正義

森美枝子

蔦秀彦

大内倫文

加藤孝子

栗原圭子

清水頭厚子

高野千惠子

飛田和夫

藤原泉

松山昭

山口惠美子

玄
咲=1

(順不同敬称は省略させていただきました。）
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編集後記

遠征から帰ってから1年半、ようやく、印刷所に持っていけそうで、

ホッとしている。日本に戻ってきてから、報告書の担当は辻野さんだっ

たよね、と言われて、えっ、そうだったつけと実はあわてた。(BCのテ

ントの中でそんな話をしたらしいが、高度障害か、全然記憶にない）だ

いたいルーズな私にまかせたら、いつ出来上がるかわからない．．

案の定、忙しい中、みんな、急いで原稿を書いてくれたのに、速達で原

稿を送ってくれたのに、結局こんなに遅くなってしまった。ごめんなさ

い。文句も言わずに待ってくれたみんなに感謝しています。(辻野治子）

I

発行日

発行所

編集人

－東罠巖・天女の山一

玉虚峰(ユイシュ・フェン）に登る

日中友好女性合同登山隊の記録

1996年2月10日

日本ヒマラヤ協会(HAJ)

(TheHimalayanAssociationofJapan)

T170東京都豊島区東池袋4-2--7

萬栄ビル501号

冠03-3988-8474

蠅縮00100-6-48954旧ﾎﾋﾏﾗﾔ鵬」

辻野治子
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